
Hirad
o C

ity Public Relations

　地元の畜産農家が大切に育てた「田平産牛（長崎和牛）」の牛肉や農水産加工品、日用
雑貨などが販売される総合物産展です。太鼓の競演やダンスカーニバルなど楽しいイ
ベントがいっぱいです。ぜひご家族揃ってお越しください。

　今年は、リニューアルした千里ヶ浜海水浴場に変更して開催します。
例年、砂浜が参加者でいっぱいになる人気イベント。会場では、海鮮
バーベキューも楽しめますので、ぜひ家族揃ってお越しください。
◎潮干狩り入漁料【幼児は無料です。】
　・大人（中学生以上）1,000円/人
　・子ども（小学生）　   500円/人　　
◎海鮮バーベキュー【11:00 ～、焼き台60セット（300席分用意）】
　・基本セット；１皿1,000円（サザエ、イカ、アジの開きなど）
　・中野漁協出張直売所も同時オープン（イカ焼き、川内かまぼこなど）
　※木炭（軍手片方付き）は別売りです。1袋200円（焼き台使用料込）
●お問い合わせ　中野漁業協同組合☎24-2221
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第33回33回たびら春まつり

第７回７回アサリ！どっさり！潮干狩り大会潮干狩り大会 in千里ヶ浜

土 日

日

バ
◎潮
・
・
◎海
・
・
※
●お

月 日13:00～15:30

水産加工品、日用
バルなど楽しいイ

日 日
土 日

０２０２

０6０6

1212

1414

1616

1818

2020

2222

2424

特集・さようなら獅子小学校特集・さようなら獅子小学校
特集・予算で見る平成22年度の仕事特集・予算で見る平成22年度の仕事
平戸特選素材⑩平戸特選素材⑩
まちのできごとまちのできごと
スポーツ表彰・がんばれ平戸のアスリートスポーツ表彰・がんばれ平戸のアスリート
まちのひとびとまちのひとびと
市民の声＆読者プレゼントコーナー市民の声＆読者プレゼントコーナー
平戸遺産～県指定文化財～平戸遺産～県指定文化財～
Happy子育て応援隊Happy子育て応援隊

０２

０6

12

14

16

18

20

22

24 ▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼

▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼

▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼

▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼

▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼

▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼

ContentsContentsContents
みんなの図書館みんなの図書館
市長体験記・HIRADO X-change市長体験記・HIRADO X-change
春のイベントインフォメーション春のイベントインフォメーション
学びの達人学びの達人
市民の気を応援します市民の気を応援します
特集・組織再編特集・組織再編
平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ
情報ひろば情報ひろば
人口の動き・編集室からひとこと人口の動き・編集室からひとこと

みんなの図書館
市長体験記・HIRADO X-change
春のイベントインフォメーション
学びの達人
市民の気を応援します
特集・組織再編
平戸市からのお知らせ
情報ひろば
人口の動き・編集室からひとこと

特集・さようなら獅子小学校
特集・予算で見る平成22年度の仕事
平戸特選素材⑩
まちのできごと
スポーツ表彰・がんばれ平戸のアスリート
まちのひとびと
市民の声＆読者プレゼントコーナー
平戸遺産～県指定文化財～
Happy子育て応援隊

2828

2929

3030

3131

3232

3434

3838

4242

4444

28

29

30

31

32

34

38

42

44 No.055

4
2010
April

平成22年

Hirado City Public RelationsHirado City Public RelationsHirado City Public RelationsHirado City Public Relations

や ら ん ば ! 平 戸や ら ん ば ! 平 戸や ら ん ば ! 平 戸

ひと（HITO） 響きあう 宝島 平戸

大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

編集室からひとこと

［
編
集
・
発
行
］ 平
戸
市
市
長
公
室
　
〒
859-5192 長

崎
県
平
戸
市
岩
の
上
町
1508番

地
3

■
TEL／

0950-22-4111（
代
）  FAX／

0950-22-2419　
■
U
RL http://w

w
w
.city.hirado.nagasaki.jp ■

E-m
ail  kouhou@

city.hirado.lg.jp
■
印
刷
／
有
限
会
社
ケ
ン
ホ
ク
プ
リ
ン
ト

Hirado city Public Relations
2010.4 No.55
広
報
ひ
ら
ど
　
平
成
22年

4月
号

藤平戸市役所も参加しています。

◎今月の表紙

◎人口の動き
■平戸市人口／36,763人（－20）
　男性／17,218人（－1）
　女性／19,545人（－19）
■世帯数　14,430戸（0）
※（ ）は、前月との比較

平成22年3月1日現在

　3月18日、獅子小学校最後
の卒業式が行われました。明
治14年に創設され、ピーク
時の児童数は314人。平成21
年度は、17人となっていまし
た。これまでの卒業生は、今
回の5人の卒業生を合わせて
3,338人を数えています。５
人の卒業生は、卒業証書授与
の後に、１人ひとり将来の夢
を力強く発表しました。

　平戸特選素材のコーナー
でアスパラガスの取材をさ
せていただきました。広い
畑には、多くのビニールハ
ウスが連なり、そこで初め
て収穫作業を体験しました。
　アスパラガスをはじめ多
くの食材は、季節を問わず、
食べることが出来ます。い
つでも食べれるからこそ、
食材の「旬」を忘れてしまい
ます。旬の食材は、おいし
いく、さらに栄養も豊富で
す。「旬」の食材を食べて、
元気を付けましょう。

　今月号では、獅子小学校
の閉校について掲載しまし
た。地域にとって、コミュ
ニティの拠点の中心として
存在していた学校が無くな
ることは、大変寂しいこと
です。全国各地でも少子化
などにより閉校が相次いで
ますが、校舎をさまざまな
形で再利用する試みが各地
でなされています。今こそ、
地域で一体となって知恵を
出して、地域の活力を取り
戻すための有効利用ができ
たらと思います。
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　平戸市役所田平支所一帯

　千里ヶ浜海水浴場

EVENT INFORMATION

4月24日（土）10:00～17:00
◎ステージイベント
・田平中学校ブラスバンド部演奏 
・平戸口社会館「わんぱく太鼓」披露
・猶興館高校ダンス同好会｢ダンス｣披露 
・「食べて当てよう！　田平産米」
・「目方でドンと当ててみよう！」
・漁協壮年部イベント「魚のつかみ取り」（有料）
・「帰って来た！ヒラドシマン」 
◎関連イベント
・お楽しみわくわく抽選会（両日） 
・田平産牛肉（長崎和牛）販売（両日･11時から）
・里田原歴史民俗資料館無料開放（両日） 

4月25日（日）10:00～16:00
◎ステージイベント
・太鼓競演（皆瀬太鼓・権現太鼓）
・職人組合イベント「すのこ作り大会」
・バイク（自転車）トライアル
・ダンスカーニバル
・つばきスタンプクラブイベント
　「ビンゴゲーム」
◎関連イベント
・包丁研ぎ・まな板削り（無料）
・「竹細工体験」・カブトムシ作り
●お問い合わせ
　田平支所産業建設課☎内線5155



獅子小学校
ありがとう。多くの思い出とともに、
受け継がれてきた「獅子魂」
地域の人と一緒に129年の歴史を閉じる。
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■校長　　
■児童数
■ところ　
■創立　　

森　宏
17人
獅子町782番地
明治14年

閉校にあたり、獅
子小学校閉校委員
会が作成した記念
誌。多くの思い出
が綴られています。

校長　森　宏

①　参加者300人全員で、最後の
獅子小学校校歌を斉唱。さまざま
な思い出を浮かべながら惜別の涙
を流す参加者も見られました。
②　吉居教育長（左）に校旗を返納
する森校長（右）。この時をもって、
獅子小学校129年の歴史に幕を閉
じました。
③　式典終了後は、校庭脇に建て
られた記念碑の除幕式も行われま
した。式の最後には、第36代校長
の今村光興さん（長崎市）が、当時
の獅子小学校児童の陸上大会での
活躍などの思い出を語りました。
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紐差小学校獅子分校創立

獅子簡易小学校と改称

獅子尋常小学校と改称

春日分教場設置

高等科設置

獅子村獅子国民学校と改称

獅子村立獅子小学校と改称

町村合併により、平戸市立獅
子小学校と改称

鉄筋校舎竣工

運動場竣工

体育館竣工

創立百周年記念式典

春日分校廃校

アスレチック完成

県指定算数教育研究発表会

読売教育受賞（算数）

旧校舎解体

学校園完成

全国へき地教育研究大会
長崎県大会（算数科研究発表）

県ＰＴＡ表彰

西日本読書感想画コンクール
努力校賞

閉校記念式典（3月20日）
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　獅子小学校は、129年もの長きにわたり、獅子地区・
春日地区・高越地区の子どもたちの教育の場としてはも
とより、地域のみなさんの文化や生活の中心として、共
に歩んできた学校です。みなさんには、この学校でのた
くさんの思い出が、刻まれていることと思います。
　しかし、過疎化・少子高齢化の進展が著しく、人口
減少に伴って児童数も減少しています。この獅子小学校
も例外ではなく、全校児童が17人となり、残念ながら
将来的にも増加が望めず、子どもたちの学力保障と人格
形成の両面から考慮し、閉校して紐差小学校と統合する
決断をいただきました。
　地域の要である学校が閉校することは、大変残念なこ
とではあります。しかし、これから成長していく子どもた
ちの、夢と希望に満ちあふれた未来に向けての有意義
な選択であったと評価していただけるよう、市といたし
ましても、校舎跡地の活用、スクールバスの運行、また、
受け入れ先の紐差小学校の教育環境の整備などを進め
ているところです。
　在校生や卒業生のみなさん、母校で過ごした楽しい
思い出を、かけがえのない宝物としていつまでも心に残

して誇りと自信を持ち、自分の夢に向かって一歩一歩前
進してください。校歌にある「いざや磨かんわが心」は、
いつまでもみなさんを導いていく道標となっていくことで
しょう。豊かな心と感性を磨き、これからの平戸を支えて
いく人材が、この地区から数多く育っていくことを期待し
ております。
　市としましても、子どもたちが、「平戸に生まれて良かっ
た。平戸に住んで良かった」と、このふるさとに自信と誇
りを持つことができるまちづくり・人づくりに向け、市民
のみなさんと力を合わせて取り組んでいきます。
　最後に、地域の子どもたちを温かく見守っていただき
ますようお願い申し上げます。

　獅子小学校は、明治14年の開校以来、129年間の
歴史を積み重ね、これまで3,338名の卒業生を輩出し、
この獅子地域はもちろん、全国各地さまざまなところで
活躍しています。 　
　私は、昭和58年から62年の４年間、獅子小学校に
勤めていました。その時は、閉校になるということは、
全く予想していませんでした。少子化がここまで進むこと
は、その当時、及びもつかないことでした。時代の変化
とはいえ寂しさが止め処もなくあふれてきます。
　次代を担うたくましい人材の育成のためには、閉校や
むなしと決断された地域のみなさんのご心中を察します
時、複雑な気持ちで一杯です。
　子どもたちが新しい学校に早く慣れ、大勢の人数の中
で、人間としての基礎をしっかり培えるよう行政として懸
命の努力をしたいと存じます。
　獅子小学校での出来事で誇りに思うことがあります。
昭和55年から３年間、県教育委員会の指定を受け、
算数の研究発表を行いました。その後も、自主研究を
続け、10年間毎年公開研究発表を行ってきました。
  特に、昭和60年には、全国で各教科・領域で優秀な

団体などを表彰する権威ある「読売教育賞」の最優秀賞
を受賞しました。審査をされた先生が私共の論文を読み、
「感動した」という感想を書かれていました。
　その言葉は、今も私の心に残っています。この最優秀
賞を受賞した学校は、長崎県には例がなく、受賞できた
ことを本当に誇りに思います。
　あの当時は、「獅子魂」という言葉を合言葉にしていま
した。この「獅子魂」は、少しぐらい困難なことがあって
も負けることなく立ち向かい、自分を高めていこうという
ものであります。
　獅子小学校は閉校されますが、「獅子魂」は、永遠に
不滅であってほしいと思います。

「獅子魂」の伝統を「獅子魂」の伝統を
　　　大切に引き継いで　　　大切に引き継いで
「獅子魂」の伝統を「獅子魂」の伝統を
　　　大切に引き継いで　　　大切に引き継いで
「獅子魂」の伝統を
　　　大切に引き継いで

■Messages 市長　黒田　成彦

獅子小学校校歌
「いざや磨かん
　　　わが心」は
　　みなさんを導く道標

■Messages 教育長　吉居　辰美

困難に負けることなく
立ち向かう「獅子魂」は、
永遠に不滅であって
欲しいと思います。

大
好
き
な
獅
子
小
学
校

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を

あ
り
が
と
う

児童代表
米倉　千賀さん

　獅子小学校の思い出は、みんな
で応援合戦をした最後の運動会、
長崎市での修学旅行などたくさんあ
ります。この小学校でいろいろ学ん
だことを活かして、中学校でも勉強
や部活にがんばりたいです。

　

獅
子
小
学
校
は
、
今
日
ま
で

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
を
見
守

り
育
て
て
く
れ
ま
し
た
。

　

友
だ
ち
や
先
生
と
一
緒
に
学
習

し
た
教
室
、
元
気
な
声
が
響
い

た
体
育
館
や
運
動
場
。
昼
休
み

に
全
校
で
行
っ
た
仲
良
し
遊
び
や

芝
生
で
し
た
鬼
ご
っ
こ
。

　

み
ん
な
で
田
植
え
を
し
た
春
。

ひ
ま
わ
り
の
花
を
咲
か
せ
た
夏
。

運
動
会
を
し
た
秋
。い
っ
ぱ
い
い
っ

ぱ
い
、
ふ
れ
あ
い
が
あ
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
獅
子
小
学
校
の
長

い
歴
史
の
中
で
、「
最
後
ま
で
が

ん
ば
る
心
」、「
周
り
の
人
へ
の
思

い
や
り
の
心
」、「
あ
い
さ
つ
の
大

切
さ
」を
学
び
ま
し
た
。

　

今
ま
で
私
た
ち
を
温
か
く
包

み
こ
ん
で
く
れ
た
獅
子
小
学
校
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あ
り
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と
う
ご
ざ
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ま
し
た
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大
好
き
な
大
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な
獅
子
小

学
校
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た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
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り
が
と
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ご
ざ
い
ま
し
た
。

獅子魂を忘れずに、しっかりがんばってください再び子どもが増えることを望んで

獅
子
小
学
校
の
思
い
出

　昭和30年には、200人を越える児童がいましたが、過疎
化少子化の影響を受け、年々、児童数が減少し閉校に至り
ました。貴重な地域の歴史と文化が一度に無くなり残念なよ
うな気もしますが、子どものことを考えると多くの児童の中で
自らの力で努力して欲しいという親心が
あります。
　子どもたちは、紐差小学校に行ったら、
最初は戸惑うと思いますが、多くの友だ
ちを作って欲しいと思います。そして、
獅子小学校で学んだことや獅子魂を忘れ
ずに、しっかり運動や勉強をがんばって
もらいたいと思っています。

　獅子小学校は、129年間の長きにわたり、子どもたちの教
育の場として、子どもたちと老人会などとの地域の交流の場
として大きな役割を担っていました。その灯りが消えることは
複雑な気持ちです。私が通っていたときの獅子小学校には
300人ほどの児童がいました。その後の
少子化で17人の児童となり、閉校に至り
ました。
　地域の代表としては、地域を出た若い
人たちを呼び戻し、再び子どもが増えるこ
とを望んでいます。これから紐差小学校
に通う子どもたちには、獅子魂を忘れるこ
となくのびのびと勉学に励んでください。

　運動会での踊りやダンスで、地
域の人たちから、大きな声での応
援や拍手されたりしたことが思い出
に残っています。紐差小学校に行っ
たら、友だちをいっぱい作って、勉
強やサッカーをがんばりたいです。

　思い出の詰まった学校が無くな
り、子どもたちの学校でのにぎやか
な声が消えることは大変寂しいで
す。獅子小学校に通っていたときの
ことは、運動会、遠足、恩師との
思い出など限りがありません。

　昭和20年に入学したときは、古
い木造校舎で、学校までの道のり
を裸足で通っていたことを思い出し
ます。閉校は悲しいことですが、孫
のことを考えれば、友だちが増える
ので良かったと思っています。

尾﨑　洋美さん

最後の「運動会」が
一番の思い出

濵田　茂さん濵田　怜奈さん 濵田　フサ子さん

　獅子小学校は、安満岳を背に、
前には夕日が映えるなど、教育の
場所としてどこにもない良い場所で
す。またいつか、子どもたちが多く
生まれ、獅子小学校が再度設置さ
れることを夢見ています。

尾﨑　俊光さん

すばらしい景勝地
にある獅子小

思い出の母校の閉
校は大変寂しい

紐差小でいっぱい
友だちを作りたい

たくさんの友だち
を作って欲しい

みち  しるべ

みち しるべ
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ＰＴＡ会長　
辻　倉幸さん

閉校委員会
委員長　
松山　矢市さん



広報ひらど 平成22年４月号 6Hirado City Public Relations,2010.47

平成22年度当初予算

まちづくりに使うお金

■予算とは？

国民健康保険
老人保健
後期高齢者医療
介護保険
農業集落排水事業
宅地開発事業

電気事業

55億4,755万円
157万円

3億7,589万円
907万円
2,238万円
1,214万円

1,985万円

－0.2％
－72.4％
－1.1％
9.5％

－4.3％
0.0％

1.5%

水道事業
病院事業
交通船事業

22億6,051万円
27億2,601万円
1億7,372万円

－21.2％
5.4％
3.8％

企業会計予算
51億6,024万円（対前年度比8.2％減）
　独立採算といった民間企業に似たような仕
事をする予算です。市では３つの企業会計を
設置しています。

特別会計予算
94億206万円（対前年度比2.8％増）
　一般会計とは切り離して特定の事業ごとに
経理する予算です。国民健康保険や農業集落
排水事業など、主に保険料や使用料など、特
定の収入で事業を実施します。市では８つの
特別会計を設置しています。

　市の1年間の収入と支出の計画であり、家計に例え
ると「１年間の収入がいくらで、何にどれくらい使う
か」というものを示したものです。家庭でいう給料な
どの収入を「歳入」、食費や生活費などの支出を「歳出」
といいます。
　市の予算は大きく分けて、「一般会計」、「特別会計」、
「企業会計」の３つの予算に分かれています。

平成22年度の当初予算が、平成22年３月市議会定例会で可決されました。
市の予算は、市民のみなさんと行政が一体となってまちづくりに取り組んでいくためのもので、
その予算の内容について説明します。

会計名   　　　　　  予算額    　　 対前年度比

02

一般会計予算
225億4,000万円（対前年度比5.1％増）
　福祉事業、ごみ処理、学校教育、道路整備、
消防などに使うお金をまとめた予算です。市
の基本的な仕事をする会計で、大部分がこの
一般会計予算に含まれています。
（※一般会計の詳しい内容は、Ｐ８、９をご覧
ください。）

01 03

一般会計
225億4,000万円
（60.8%）

特別会計
94億206万円
（25.3%）

企業会計
51億6,024万円
（ 13.9%）

会計別グラフ

▲大島との交通手段を確
保している交通船事業

▲水の安定供給のための事業を行う水道事業。写真は、
平成23年4月から給水を行う阿奈田ダム（大川原町）

当初予算総額は371億円　市民１人当たり101万円

※（　）内の数値は構成比

あづち大島
いさりびの里事業 1,361万円 －62.3％

会計名   　　　　　  予算額    　　    対前年度比

▲地域医療を担っている病
　院事業

平成22年度平戸市施政方針

予
算
で
み
る
平
成
22
年
度
の
仕
事

【
特
集
】

市のまちづくりの設計書といえる市の予算
平成22年３月平戸市議会定例会で
黒田市長が新年度の「施政方針」を発表しました。
その内容から市政の目指す方向性と取り組みを紹介します。

　「平戸市総合計画」の将来像の実現を念頭に置き、私が市民のみなさん
に提示したマニフェストの初年度としての位置づけとなるよう心掛けたと
ころです。
　その基本方針として、本市が有する豊かな自然や歴史文化などをさらに
磨き上げ、全国に誇れる観光経済都市の構築に努めるとともに、『笑顔い
っぱいのまちづくり』をキャッチフレーズに市民のみなさんの安全・安心
の確保、さらには教育および福祉の充実に心掛け、市民のみなさんがゆと
りと豊かさを実感し、安心して暮らすことができるよう、全力を傾注して
諸政策に取り組んでまいります。一方で、次の世代に多くの負担を残さな
いよう事業の取捨選択を行い、財政体質の改善と健全財政の堅持を推進し
ていくことを重点に置いています。

　
　政府与党では、「事業仕分け」という国家予算の無駄を省く作業が注目
され、国民の大きな支持を得ています。平戸市においても「市長査定」と
いう名の平戸市版事業仕分けに取り組みました。
　特に、議会や市民のみなさんに理解が得られないものや合併を行ったこ
とにより不要となったものについては思い切って削減し、メリハリのある
予算編成に心掛けました。

　
　市民のみなさんの関心が高く、数多くの要望が寄せられた雇用確保や産
業振興については、国や県の事業とも連携させ、積極的な事業展開を図る
こととしています。
　特に、「ふるさと雇用再生特別基金事業」および「緊急雇用創出事業臨
時特例基金事業」を計上するなど、雇用の確保（両事業により新たに67
人の雇用を確保）に主眼を置いた経済対策を第一の柱として投資的経費の
増額を図り、昨年度からの国の景気対策関連予算と合わせまして、地域経
済の活性化を推進します。
　新規事業として、独身男女の結婚機会のための「地域めぐりあい創出事
業」、観光客増加を図る「大河ドラマ『龍馬伝』活用誘客対策事業」をは
じめソフト事業を60事業。また、生活の安全や産業振興に欠かせないハ
ード事業を19事業を計上するとともに、「防犯灯管理運営事業」や「放
課後児童クラブ運営支援事業」、「有害鳥獣被害防止対策事業」などの事
業拡大も図ることとしています。

市の基礎を築く予算がスタート

「
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て
、

よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

平戸市長　

黒田　成彦

お問い合わせ
財政課財政班
（☎内線2354）

■予算編成方針

■「市長査定」という名の事業仕分けに着手

■「マニフェスト」元年という意識をもって

34億
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歳　入歳　出

平成22年度一般会計当初予算

ひと（HITO）響きあう 宝島 平戸

『笑顔いっぱいのまちづくり』の
実現のために

前年度に引き続き
積立金（貯金）に頼ることのない
歳入と歳出のバランスがとれた

予算を編成

一般会計当初予算の内訳
景気低迷により市税が減額となる見込みの中、国や県の景気対策関連施策と歩調を合わせ、経済対策を重視した
予算を盛り込むとともに、新規事業をはじめ、重点事業の拡充を図り、「平戸市総合計画」に掲げた目標と施策を
着実に実現していきます。

■平戸市の家計簿
１か月の生活費が30万円の世帯の「家計簿」に置き換ると

歳入の特徴
　職員給与などの人件費や生活保護費などの法律
に基づき支出する扶助費、道路や学校を整備する
ときに借り入れたお金の返済金である公債費を「義
務的経費」といいます。この経費の歳出に占める割
合が増えると自由に使えるお金が少なくなるため、
人件費、公債費についてはその抑制に努めていま
す。
　平成22年度の総額は、前年度より11億円の増
額となっています。この大きな理由には、新たな
制度である「子ども手当」の創設などによる扶助費
の増額(約3億8,000万円)が挙げられます。
　また、緊急雇用対策経費(約1億円)を盛り込む
とともに、学校施設の耐震化や防災行政無線の整
備など、経済対策を柱とした投資的経費の増額(約
5億6,000万円)が影響しています。
　自主財源に乏しい財政状況でありますが、国や
県の施策と歩調を合わせ、市民のみなさんが安心
して暮らせるまちづくりのために、地域の緊急の
課題である経済・雇用・生活に対応した積極的な
予算編成を行いました。

歳出の特徴

　平成22年度当初予算では財政健全化を最重要課
題とし、昨年度に引き続き収支均衡のとれた予算
を編成することができました。しかしながら、歳
入の多くを国からの支援でまかなっている本市に
おいては、国の政策に大きく影響を受けることに
なります。
　特に歳入の４割以上を占める地方交付税は、市
町村合併の特例措置が合併して10年を過ぎた平成
28年度以降段階的に減少する見込みとなっている
ことから、今後も歳入歳出のバランスを調整し、
できるだけ少ない経費で効果的に事業を実施する
とともに、将来的に大きな負担を残さないような
対策を講じ、市民のみなさんが満足できる施策を
展開できるよう努力していきます。

◎今後の財政運営

◎歳入の内訳グラフ◎歳出の性質別内訳グラフ

扶助費
33億9,321万円
（15.1%）

物件費
23億7,736万円
（10.6%）

◎目的別経費の内訳
民生費　　　　･･･　56億9,674万円（構成比25.3％）
　障害者・高齢者対策、子育て支援など

公債費　　　　･･･　33億2,975万円（構成比14.8％）
　事業のため借りたお金(市債)の返済金

教育費　　　　･･･　28億3,418万円（構成比12.6％）
　学校教育・生涯学習の充実、文化・体育の振興など

衛生費　　　　･･･　25億8,191万円（構成比11.4％）
　環境保全、疾病予防、健康増進など

総務費　　　　･･･　25億1,914万円（構成比11.2％）
　行政全般の事務など

土木費　　　　･･･　21億   101万円（構成比9.3％）
　道路や川、公園などの社会資本整備など

農林水産業費　･･･　15億   139万円（構成比6.7％）
　農林漁業振興のための支援など

その他　　　　･･･　19億7,588万円（構成比8.7％）
　消防費、議会費、災害復旧費など

合計 　　　　　･･･ 225億4,000万円

　歳入は市が独自に調達することができる「自主財
源」と、国や県に頼った「依存財源」に分けられます
が、自主財源が多いほど行政活動の自主性と安定
性が確保できます。
　本市の自主財源は、歳入全体の２割にも満たな
い状況で、柱となる市民のみなさんからの市税が
約12％で、景気低迷による影響を見込み前年度に
比べ約5,300万円の減額となっています。
　依存財源の半分以上は「地方交付税」が占めてい
ます。地方交付税とは全国どこの市町村でも等し
く行政サービスが提供できるように、市町村の財
政状況により国から国税の一定割合が配分される
ものです。また、市債の中にも地方交付税と同じ
性格を持つものが約11億7,000万円含まれており、
２つを合わせると前年度より約2億5,000万円の増
額となっています。
　歳出に対して歳入が少ない場合は積立金（貯金）
を使うことで、その不足を補てんしますが、前年
度に引き続き不足額を生じることなく予算を編成
することができました。

食費など（義務的経費）

　　食　費

　　ローンの返済金

　　医療費

光熱水費など

自宅の増改築・修繕費

友人・知人への支援費

家族への仕送り

貯金・株式投資など

合　計

職員の給料など
（人件費）

市債の返済
（公債費）

生活保護給付費など
（扶助費）

事務費など
（物件費）

道路・漁港・学校などの建設費
（投資的経費・維持補修費）

個人・団体への補助費など
（補助費など）

特別会計への繰出金
（繰出金）

基金の積み立て、中小企業へ
の貸し付けなど（積立金など）

143,500

54,000

44,300

45,200

31,600

62,700

45,600

13,200

3,400

300,000

【参　考】
　県内１世帯当たり平均１か月間の消費支出（いわゆる生活費）が、
296,623円となっていることから、家計簿の額を300,000円としました。
　（総務省統計局「家計調査年報 平成20年」参照）

支出内容　  　　　支出額　　　　市予算の場合

給料など（自主財源）

　　給　料

　　パート収入など

　　預金の取り崩し

仕送りなど（依存財源）

　　親からの仕送り

　　銀行などからの
　　ローン（借入金）

合　計

市税

市営住宅の使用料
廃棄物処理の手数料など

基金繰入金

国・県からの補助金
地方交付税など

市債（市の借入金）

51,300

36,800

11,800

2,700

248,700

202,100

46,600

300,000

収入内容　 　 　　　　収入額 　　　市予算の場合

（単位：円） （単位：円）

市税市税
27億6,0927億6,099万円万円
（1212.3.3％）％）

地方交付税地方交付税
97億97億1,0001,000万円万円
（43.143.1％）％）

国庫支出金国庫支出金
28億4,668万円28億4,668万円
（12.612.6％）％）

市債市債
35億270万円35億270万円
（15.615.6％）％）

市税
27億6,099万円
（12.3％）

基金繰入金
2億494万円
（0.9％）

その他
7億1,191万円
（3.1％）

その他その他
（使用料（使用料
手数料など）手数料など）
8億8,600万円8億8,600万円
（3.93.9％）％）

その他
（使用料
手数料など）
8億8,600万円
（3.9％）

地方交付税
97億1,000万円
（43.1％）

国庫支出金
28億4,668万円
（12.6％）

県支出金県支出金
19億1,678万円19億1,678万円
（8.58.5％）％）

県支出金
19億1,678万円
（8.5％）

市債
35億270万円
（15.6％）

依

存
財源計（82.9％

）

自主財源計（17.1％）

225億
4千万円

収入合計

扶助費
33億9,321万円
（15.1%）

物件費
23億7,736万円
（10.6%）

◎目的別経費の内訳◎

公債費公債費
33億2,975万円33億2,975万円
（14.8%14.8%）

人件費人件費
40億5,863万円40億5,863万円
（18.0%18.0%）

投資的経費計投資的経費計
45億2,295万円45億2,295万円
（20.20.1%）

公債費
33億2,975万円
（14.8%）

人件費
40億5,863万円
（18.0%）

繰出金
9億9,504万円
（4.4%）

その他
4億3,664万円
（1.9%）

投資的経費計
45億2,295万円
（20.1%）

225億
4千万円

支出合計

扶助費扶助費
33億9,3233億9,321万円万円
（15.1%15.1%）

扶助費
33億9,321万円
（15.1%）

義務的経費
計（
47.9%

）

物件費物件費
23億7,736万円23億7,736万円
（10.10.6%）

物件費
23億7,736万円
（10.6%）

補助費等補助費等
34億34億2,6422,642万円万円
（15.15.2%）

補助費等
34億2,642万円
（15.2%）

　
　
任
意
的
経
費

計（52.1%）
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　「平戸市総合計画」を基本として、さらに「市政マニフェスト」を運営方針に、産業振興や雇用の確保、安全・
安心なまちづくり、魅力ある観光や地域文化の振興による交流人口の増大戦略など、国や県の制度を活用し思い
切った予算編成を実現することで、将来へ誇りの持てるまちづくりを推進します。

総合計画の基本目標別に見るまちづくりの事業

「やらんば！平戸」応援基金プロジェクト事業　300万円
（ふるさと納税活用事業）
総合行政情報システム整備事業　5,565万円
（住民情報系システム機器などの更新）
収納対策推進事業　29万円
（市税の滞納対策）

移動市長室開催事業　48万円
（市政に対する市民の意見を幅広く聴く機会の充実）
ひらど市民地域彩盛チャレンジ事業　300万円
（市民と行政が連携したまちづくりへの取り組み）
協働によるまちづくり推進事業　6,423万円
（市民活動団体などへの支援）

辺地共聴施設整備事業　1億3,372万円
（地上デジタル放送移行に伴う難視対策）
防災行政無線施設整備事業　2億7,685万円
（デジタル防災行政無線整備）
道路新設改良事業　12億434万円
（市道などのまちを支えるネットワークの整備）
海岸漂着物地域対策推進事業　300万円
（海岸への漂着物の撤去・処理）
消費者相談員設置事業　306万円
（消費者相談員を配置）
消防団サポート事業　35万円
（消防団サポート推奨店の指定）

平戸･生月大橋無料化関連事業　455万円
（大橋無料化に伴う式典・イベントの開催など）
ひらどキャラクターまちなか賑わい事業　
1,409万円（歴史や資源をイメージしたキャラクターに
よる商店街や観光スポットでのＰＲ）
ポルトガル船来航460周年記念事業　400万円
（カステラをテーマにしたサミットの開催）
日蘭交流事業　1,634万円
（オランダ人芸能家の招致、サッカー交流など）
大河ドラマ「龍馬伝」活用事業　1,338万円
（坂本龍馬に関する観光素材を活用した周遊バスツアー
の実施など）
平戸・佐世保・西海ロングステイ観光圏推進事業　268万円
（2泊3日以上の旅行を楽しめる広域的な観光づくりの
推進）

田平港シーサイドエリア詳細計画調査事業　821万円
（田平港周辺整備に係る詳細計画の策定）
平戸食彩フェスタ開催事業　800万円
（「食」をテーマとしたイベントの開催）
耕作放棄地対策事業　1億6,183万円
（中山間地域等直接支払交付金事業など）
有害鳥獣対策事業　6,868万円
（イノシシによる農作物への被害防止対策）
平成24年度全国和牛能力共進会関連畜産振興事業　1,587万円
（優良繁殖雌牛導入に対する支援ほか）
しいたけ新商品開発モデル事業　616万円
（菌床しいたけを活用した新商品の開発）
磯焼け対策関連事業　3,013万円
（人工魚礁の整備、磯焼け対策活動への支援）
漁港施設整備事業　4億2,867万円
（漁港・漁業集落内のインフラ整備）
平戸ブランド戦略的プロモーション推進事業　
2,000万円（ブランド化のプロモーション活動など）

地域めぐりあい創出事業　200万円
（市内独身男女の結婚対策）
子ども手当給付事業　5億2,104万円
（0～ 15歳までの子どもを対象に養育者へ手当を支給）
障害者自立支援給付費等事業　7億626万円
（身体障害者・知的障害者施設入所サービスほか）
放課後児童対策事業　1,266万円
（学童保育運営支援、放課後子ども教室の開催）
地域医療人材育成事業　2,300万円
（過疎・へき地の医療を担う医師の確保対策）
児童扶養手当給付事業　1億5,877万円
（母子家庭等における手当を支給）
地域介護・福祉空間整備事業　1億431万円
（生月・田平・大島地区における介護施設の整備）
ひとり親家庭等日常生活支援事業　70万円
（母子・父子家庭等に対する家庭生活支援員の派遣）

スクールバス・ボート運行事業　1,359万円
（学校統廃合に伴うスクールバス・ボートの運行）
第69回国民体育大会準備関連事業　3,669万円
（平成26年度の国体開催に向けた会場整備など）
民俗芸能祭開催事業　140万円
（地域の優れた伝統文化の祭典）
小・中学校施設整備事業　７億4,277万円 
（田平北小、生月小、平戸中などの校舎改修・耐震化）
和蘭商館復元関連事業　3億9,918万円
（建物復元整備、開館に向けたフォーラムの開催など）
世界遺産登録推進事業　2,496万円
（文化的景観建造物の調査など）

平成22年度の主な仕事

効率的・戦略的な行政経営への転換
共通目標行財政運営共通目標

参画と連携による自立した地域の確立
協　働

基本目標

自然と共生した安全で快適な
生活基盤の確保

自然環境・生活基盤

基本目標

明日を担う人材の育成と
個性豊かな地域文化の振興

教育・文化

基本目標

魅力ある観光の振興と交流人口の拡大
観光・交流

基本目標

活力ある産業振興と雇用の創出
産業振興

基本目標

健やかで笑顔とやさしさがあふれる
地域社会の形成

保健・医療・福祉

　市民と行政が対話を深めることにより、それぞれの
役割と責任を明確にし、連携・協力しながら、まちづ
くりを推進していきます。

　児童・生徒の減少、学校施設の老朽化などを踏まえ、
適正規模・適正配置の観点から緊急性・重要性を重
視した計画的な施設整備を実施します。
　また、歴史・伝統文化の保存・継承により地域コミュ
ニティの活性化を図ります。

　観光客のニーズを的確
に把握し、現存する観光
資産を「宝」へと磨きあげ
ることに重点を置き、テー
マに合った観光メニュー
の充実を図り、「平戸なら
では」の観光地づくりを推
進します。

　有害鳥獣による被害防
止対策や農地の多面的利
用による耕作放棄地の解
消、低下した資源水準を
回復させるための漁場環
境の整備を図ります。
　また、地場産品の高付
加価値による平戸ブラン
ドの確立を目指します。

　市内全域をカバーする
防災情報システムの構築
や道路などの交通環境整
備に努めます。
　また、消費相談が気軽
にできるよう、消費者相談
員の配置による窓口業務
の充実を図ります。

　障害者・高齢者に対するサービスの充実や地域に
密着した医療従事者の確保に努めます。
　また、多様な保育ニーズへの対応として延長保育
や放課後児童対策、母子家庭などの支援を行います。

　総合行政システムによる行政事務の効率化と迅速化
を図ります。そのほか、市税に対する市民の理解を求
め、積極的な滞納整理・収納対策の推進を図ります。

貴重な税金を大事に使うための貴重な税金を大事に使うための
「市政マニフェスト」による経費削減効果「市政マニフェスト」による経費削減効果
貴重な税金を大事に使うための
「市政マニフェスト」による経費削減効果

ColumnColumnColumn

　市民のみなさんに提示したマニフェストの行財政改
革の中で、「副市長の１人制」、「部制導入による組織
再編」、「生月・大島地域自治区の特別職の廃止」に着
手しました。これは、市民のみなさんにとって利便性
の高い行政機構の構築を狙いとするとともに、管理職
定数の抑制などによる人件費の削減効果があります。
（34ページの「特集・組織再編」を参照）
　また、「平戸・生月大橋無料化」は観光客などの交
流人口の拡大以外にも、職員の通勤手当や大橋通行
料経費、ごみの収集経費で1,278万円の削減につなが
りました。
　今後もマニフェストに掲げた項目の推進を図り、そ
の削減効果で得られた財源を市が抱える課題解決のた
めに有効に活用していきます。

新
マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

新

新

新

新

新
新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

マ ･･･マニフェスト関連事業新 新･･･今年度からの新規事業・

円
者へ手当を支給）

援を行 ます。

×

消防団サポート
事業所ステッカー　



12広報ひらど 平成22年4月号Hirado City Public Relations,2010.413

▲　写真上・右 : 春は、１日１回、夏は１日
２回の収穫が基本。収穫されたアスパラガス
は、共同選果場に運ばれ選別。その後、各市場
へ出荷される▼散水は、収穫量を左右する重
要な作業の一つ。アスパラガスの生育状況に
合わせて、適量のかん水を行うことで、良品
質のアスパラガスを出荷できる。

　アスパラガス部会
の部会長として、現
地検討会や研修など
を企画し、会員相互
の生産技術を高めあ
うための活動に力を
入れている。

　高校卒業後、調理
師専門学校へ進学。
福岡市内のイタリア
ンレストランやフレ
ンチレストランなど
で修行した後、1995
年に「洋風小料理 紺
や亭」をオープン。

洋風小料理　紺や亭
オーナーシェフ
谷川　克城さん

◎紺屋町（47）

◎アスパラガス
　緑色が濃く鮮やか、茎に
黒ずんだところがない、切
り口がみずみずしいなどが
新鮮なアスパラガスの見分
け方。江戸時代にオランダ
人によって出島に伝えられ、
和名は、オランダキジカク
シやオランダウド。

食
欲
を
そ
そ
る
香
り
と
鮮
や
か
な
色

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
春（
２
〜
４
月
）

と
夏（
６
〜
10
月
）の
年
２
回
収
穫
す
る

周
年
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
冬
の
間
、

根
に
蓄
え
ら
れ
た
養
分
だ
け
で
芽
を
出
す

「
春
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」、
育
っ
た
親
茎
の
光

合
成
に
よ
り
収
穫
さ
れ
る「
夏
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
」の
２
種
類
が
楽
し
め
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
約
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
が
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
主
に
関

東
・
関
西
市
場
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。　

地
元
の
直
売
所
で
も
販
売
さ
れ
て
い
る
た

め
、
新
鮮
な
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
外
の
有
名
レ
ス
ト
ラ
ン
の

シ
ェ
フ
が
、
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ
る
な

ど
、
素
材
へ
の
高
い
評
価
で
注
目
さ
れ
て

い
る
食
材
で
す
。

　

特
に
、
春
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
根
元
か

ら
穂
先
ま
で
や
わ
ら
か
く
、
豊
か
な
香
り

と
し
っ
か
り
と
し
た
味
、
糖
度
が
高
く
甘

い
の
が
特
徴
。
熱
を
加
え
る
と
味
が
引
き

立
つ
の
で
、
炒
め
物
に
最
適
で
す
。

主
役
を
引
き
立
て
る
名
脇
役

　

平
戸
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
赤
土

で
じ
っ
く
り
育
っ
て
い
る
た
め
、
え

ぐ
味
も
少
な
く
、
と
て
も
み
ず
み
ず

し
く
て
甘
い
食
材
で
す
。

　

 

ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
や
ビ
タ
ミ
ン

類
な
ど
の
栄
養
価
も
高
く
、
料
理
人

か
ら
見
て
も
素
晴
ら
し
い
食
材
の
一

つ
と
言
え
ま
す
。

　

一
手
間
か
け
る
と
い
ろ
ん
な
メ

ニ
ュ
ー
に
使
え
、
料
理
の
彩
り
を
華

や
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
さ
に
主

役
を
引
き
立
て
る
名
脇
役
で
す
。

　

お
い
し
く
料
理
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
、

く
れ
ぐ
れ
も
火
を
通
し
す
ぎ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

絶
妙
な
歯
応
え
と
甘
み
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。
保
存
法
は
、
濡
れ
た
新

聞
紙
な
ど
で
包
み
、
穂
先
を
上
に
立

て
て
冷
蔵
庫
に
入
れ
る
と
鮮
度
と
味

を
維
持
で
き
ま
す
。

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス◎材　料（４人分）

　アスパラガス（中）4本、卵６個、ウイン
　ナー４本、とろけるチーズ２枚、玉ね
　ぎ・にんじん・じゃがいも適量
◎作り方
　① アスパラガスを斜めに、玉ねぎ・に
　　んじん・じゃがいもは1cm角に切り、
　　茹でる。
　② 卵をスクランブルエッグのようにフ
　　ライパンで炒め、①を入れ「塩・コシ
　　ョウ」で味を付ける。　　　　
　③ ②を耐熱性の器に入れ、とろけるチ
　　ーズをのせる。
　④ ③をオーブントースターで５～６分
　　焼く。

　アスパラガスの卵グラタン
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。

Interview

【アスパラガス入りコロッケ】

チャレンジお手軽レシピ

春 夏 秋 冬
◎旬の時期

▲

Ooti   Yoshikazu

Tanigawa Katsuki

しっかりとした食感と豊かな香りしっかりとした食感と豊かな香り

栄養価も高い万能野菜栄養価も高い万能野菜

しっかりとした食感と豊かな香りしっかりとした食感と豊かな香り

栄養価も高い万能野菜栄養価も高い万能野菜

JAながさき西海
松浦地区
アスパラガス部会長
田平町小崎免（62）

相知　義一さん
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 　3月20日、平戸市生月町博物館・島の館で
市内の遺跡発掘調査から発見された旧石器時代
の遺物などを約200点を集めた特別企画展「平
戸地方の考古学展」を開催。
　開式当日は、市文化遺産課長がフロアトーク
を行い、来館者に展示されている旧石器や磁器
片などの遺物や遺跡の写真パネルについての説
明・解説をしました。来館者からは、「多くの
遺産があって興味深い。昔の雰囲気を感じまし
た」との話を聞けました。
　この企画展は、５月９日まで開催しています。

考古学展でよみがえる古代の平戸

　３月７日、田平町民センターで、「第４回平戸
市公民館大会」が行われ、約630人の市民のみ
なさんが参加。公民館表彰と生涯学習まちづく
り表彰、市内3地区の事例発表が行われました。
　その後、元大分県佐伯市職員で「観光大使」を
務めた矢野大和さんを迎え、「口演‐笑って元気、
地域の絆」と題した講演を行いました。
講演では、「言葉には魂がある。会話が、地域の
きずなを強める」とコミュニケーションから地
域を活性化できると話し、落語研究会で鍛えた
独特の話術で、会場を沸かせていました。

地域のきずなは、まず会話から！

市内３カ所で
平戸ツバキを堪能

　３月７日、亀岡神社から松浦史料博物館まで
をパレードする「蓁姫のお輿入れ行列」が開催さ
れました。このパレードは、「平戸温泉城下雛
まつり」のイベントとして、松浦家35代松浦熈
公に、松平定信の娘蓁姫がお輿入れした姿を現
代風に再現。
　松浦熈公と蓁姫には、応募から選ばれた木寺
雄光さんと幸子さん夫妻（紺屋町）が扮し、2人
の息子さんや保育園児、小学生と一緒に市内を
パレードしました。艶やかで勇壮な行列に、多
くの観光客などが訪れにぎわいました。

艶やかな蓁姫のお輿入れパレード！

　３月17日、北松農業高校で「チューリップひ
らど」が見ごろを迎えました。このチューリッ
プは、花屋を営む林浩司さん（宮の町）が、昨
年の平戸オランダ年に合わせてチューリップに
平戸の名前が付かないものかと取り組んだ結果、
オランダで栽培された新品種にこの名前が付き
ました。林さんが、オランダから仕入れたこの
球根を同高の園芸科学科に栽培を依頼。オラン
ダとの友好の証であるこのチューリップ、生徒
たちが懸命に育てて、鮮やかなワインレッドに
白ふちの花を咲かせることができました。

待望のチューリップひらどの花が咲く！

日米のクジラ文化を語るシンポジウム

　２月27日、生月町中央公民館で、捕鯨文化に
ついて語るシンポジウム「世界の鯨文化のなか
の生月」（生月ボランティアガイド協会主催）が
開催されました。このシンポジウムでは、アメ
リカの捕鯨博物館のスチュアート・フランク博
士が、アメリカの捕鯨の歴史や文化、幕末にア
メリカの捕鯨船で働いていたジョン万次郎のこ
となどについて講演。
　パネルディスカッションでは、和歌山県太地
町と佐賀県唐津市、生月町島の館の学芸員がそ
れぞれの地域の捕鯨文化を紹介しました。

　２月27日、28日の両日、田
平町民センターで「第35回田平
つばき物産展」が、岩の上町で
は、「第35回平戸椿まつり」（旧
熊澤三郎邸）・「椿展」（大曲敦邸）
がそれぞれ開催されました。
　旧武家屋敷を会場とした旧熊
澤・大曲邸では、「鎮信」、「や
ぶ椿」、「玉之浦」など色とりど
りのツバキが、鉢物や生け花で
展示。振る舞われるお茶ととも
に、会場を訪れた人たちの心を
癒していました。田平町民セン
ターでは、ツバキの展示のほか、
北松農業高校の生徒たちが育て
たヤブツバキの苗木販売や湯茶
の接待などが行われ、大勢の来
客で賑わっていました。

大島の大自然と料理で花粉症リフレッシュ！

　２月26日から28日の3日間、大島地区で、「第
3回大島村・避粉地体験モニターツアー」（あづ
ち大島たからもんの会主催）が開催されました。
大島地区はスギ花粉が少なく、きれいな空気の
環境であることから、花粉症で悩んでいる人を
対象に、専門医が同行したモニターツアーを実
施。市外や県外からの参加があり、大島の自然
や料理、町なみ散策を十分満喫しました。参加
者からは、「初日からマスクを着けなくても、
花粉症の症状は出なかった」などの成果の声も
聞くことができました。

ひろむ

ひろむ

しん
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伊藤　正博伊藤　正博さんさん
第58回全国都道府県対抗剣道優勝大会　県予第58回全国都道府県対抗剣道優勝大会　県予選優勝優勝

　県大会では、まず気持ちで絶対に負けないことを意　県大会では、まず気持ちで絶対に負けないことを意
識して試合に臨みました。準決勝、決勝戦では、気力識して試合に臨みました。準決勝、決勝戦では、気力
が充実し集中していたので無意識のなかで、技が出せが充実し集中していたので無意識のなかで、技が出せ
勝つことが出来ました。これは、普段の稽古の中で、勝つことが出来ました。これは、普段の稽古の中で、
重視していることです。全国大会では、緒戦の臨み方重視していることです。全国大会では、緒戦の臨み方
が重要です、集中して挑みたいと思います。練習の成が重要です、集中して挑みたいと思います。練習の成
果を出せれば結果は、ついてくると思っています。果を出せれば結果は、ついてくると思っています。　

伊藤　正博さん
第58回全国都道府県対抗剣道優勝大会　県予選優勝

　県大会では、まず気持ちで絶対に負けないことを意
識して試合に臨みました。準決勝、決勝戦では、気力
が充実し集中していたので無意識のなかで、技が出せ
勝つことが出来ました。これは、普段の稽古の中で、
重視していることです。全国大会では、緒戦の臨み方
が重要です、集中して挑みたいと思います。練習の成
果を出せれば結果は、ついてくると思っています。　

猶興館高校女子空手部
○第29回全九州高等学校空手道新人大会
　（兼）第29回全国高等学校空手道選抜大会予選
　九州北ブロック　３位
○第18回国分ハイテク旗錬成大会
　優勝

　2 月24日、市役所で、平成21年度平戸市スポーツ
表彰式が行われ、平成21年度に各種スポーツの国際
大会に上位入賞した１個人に市スポーツ特別賞。全国
大会・九州大会・県大会で上位入賞した18個人、５
団体に市スポーツ賞、３個人に体育功労賞と１団体に
社会体育優良団体賞が贈られました。
被表彰者は次のとおりです。
市スポーツ特別賞
【個人】
▼相　撲　松永六十四（市相撲連盟）
市スポーツ賞
【個人】
▼バレーボール　大坪　翼（田平中）
▼陸　上　長島夏子（市陸上競技協会）
▼空手道　吉元勇志（市空手道協会維新館）、久富　竜
　（生月空手道スポーツ少年団）、瀬﨑　凜（生月空手
　道スポーツ少年団）、松倉七海（拳城館）、橋口龍三
　（武當館山田）、坂井　滉（佐世保北高）

▼剣　道　伊藤正博（市剣道協会）
▼相　撲　坂口雄貴（紐差相撲クラブ）、三輪あかね　
　（紐差相撲クラブ）、石田　梢（宝亀少年相撲倶楽部）、
　原田晋平（紐差相撲クラブ）、大石英樹（市相撲連盟）
▼柔　道　針尾紗英（田平中）、白石一成（平戸中）、
　浅田美保（猶興館）、林　千夏（長崎商業）
【団体】
▼軟式野球　生月中学校軟式野球部
▼相　撲　宝亀少年相撲俱楽部、第61回長崎県民体
　育大会相撲競技平戸市チーム
▼クレー射撃　第61回長崎県民体育大会スキート競
　技平戸市チーム
▼サッカー　カスドース平戸（小学生選抜）
【体育功労賞】
　田中祐策（市ゲートボール協会）、末吉幸德（市相撲
　連盟）、塚本　勇（市中部体育振興会）
【社会体育優良団体賞】
▼相　撲　宝亀少年相撲俱楽部

松永　六十四松永　六十四さんさん
第8回ワールドゲームズ2009高雄大会相撲競技第8回ワールドゲームズ2009高雄大会相撲競技
個人男子無差別級　準優勝個人男子無差別級　準優勝
第58回全日本相撲選手権　敢闘賞第58回全日本相撲選手権　敢闘賞
　
　県・市スポーツ特別賞と２つの賞を頂いたことは、　県・市スポーツ特別賞と２つの賞を頂いたことは、
とてもうれしいですし、今度の励みにもなりました。とてもうれしいですし、今度の励みにもなりました。
　国体出場という大きな目標もありますが、まずは、　国体出場という大きな目標もありますが、まずは、
全日本相撲選手権で、昨年以上の成績を残せるよう、全日本相撲選手権で、昨年以上の成績を残せるよう、
がんばっていきたいです。がんばっていきたいです。

松永　六十四さん
第8回ワールドゲームズ2009高雄大会相撲競技
個人男子無差別級　準優勝
第58回全日本相撲選手権　敢闘賞
　
　県・市スポーツ特別賞と２つの賞を頂いたことは、
とてもうれしいですし、今度の励みにもなりました。
　国体出場という大きな目標もありますが、まずは、
全日本相撲選手権で、昨年以上の成績を残せるよう、
がんばっていきたいです。

　
　大分県で行われた九州大会では、準決勝で熊本県の　大分県で行われた九州大会では、準決勝で熊本県の
強豪校との対戦で負けてしまい、第３位という結果に強豪校との対戦で負けてしまい、第３位という結果に
なりましたが、全国大会への出場を決めることができなりましたが、全国大会への出場を決めることができ
ました。ました。
　また、鹿児島県で行われた、国分ハイテク旗錬成大　また、鹿児島県で行われた、国分ハイテク旗錬成大
会では、１回戦、２回戦ともに自分たちのペースで試会では、１回戦、２回戦ともに自分たちのペースで試
合を進めることができました。決勝戦では、宮崎県の合を進めることができました。決勝戦では、宮崎県の
強豪校との対戦となり、相手の雰囲気に飲まれそうに強豪校との対戦となり、相手の雰囲気に飲まれそうに
なりましたが、自分たちの力を信じることで優勝するなりましたが、自分たちの力を信じることで優勝する
ことができました。ことができました。
　これから全国大会など大きな大会が続きます。これ　これから全国大会など大きな大会が続きます。これ
までいろいろな大会に出場したことで、多くの課題もまでいろいろな大会に出場したことで、多くの課題も
みつかりましたが、それを克服して、自分たちの組手みつかりましたが、それを克服して、自分たちの組手
ができるようにがんばっていきたいです。ができるようにがんばっていきたいです。
　「練習は、うそをつかない」をスローガンに、部員み　「練習は、うそをつかない」をスローガンに、部員み
んなで、自分たちの力を信じて、上位を目指し試合にんなで、自分たちの力を信じて、上位を目指し試合に
臨んでいきたいと思っています。臨んでいきたいと思っています。

　
　大分県で行われた九州大会では、準決勝で熊本県の
強豪校との対戦で負けてしまい、第３位という結果に
なりましたが、全国大会への出場を決めることができ
ました。
　また、鹿児島県で行われた、国分ハイテク旗錬成大
会では、１回戦、２回戦ともに自分たちのペースで試
合を進めることができました。決勝戦では、宮崎県の
強豪校との対戦となり、相手の雰囲気に飲まれそうに
なりましたが、自分たちの力を信じることで優勝する
ことができました。
　これから全国大会など大きな大会が続きます。これ
までいろいろな大会に出場したことで、多くの課題も
みつかりましたが、それを克服して、自分たちの組手
ができるようにがんばっていきたいです。
　「練習は、うそをつかない」をスローガンに、部員み
んなで、自分たちの力を信じて、上位を目指し試合に
臨んでいきたいと思っています。

国際大会国際大会
　出場！　出場！
国際大会
　出場！

全国大会全国大会
出場決定！出場決定！
全国大会
出場決定！

全国大会全国大会
出場決定！出場決定！
全国大会
出場決定！



丸屋　忠史さん（22歳・大久保町）
まる　や　　　ただ ふみ

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？
募集しています

■職業

　自営業

■ニックネーム

　たーぼ

■性格は？

　やさしい　天然

■趣味・特技

　サッカー・バトミントン・釣り

「将来、立派な遊漁船の船長になりたい」

4月生まれ

　丸屋さんは、高校卒業後、長男ということもあり、
跡継ぎとして船に乗り始め、今年で5年目になります。
今は、遊漁船で海釣りをするお客さんに釣り場の案内
などもしているそうです。「船に乗ったお客さんが、
魚を釣ったときのうれしそうな笑顔を見たり、ありが
とうと言葉をかけてもらったときに、この仕事をやっ
ててよかったと感じます」と海で働く魅力を笑顔で話
してくれました。

坂本　龍翔くん
（Ｈ２１.４.２１生）

さかもと　りゅうと

～正浩さん・晴菜さんの長男～
≪岩の上町≫

～昇一さん・摩弓さんの次女～
≪戸石川町≫

さいくさ　　とも か

元気に育ってね元気に育ってね いつも元気でいてねいつも元気でいてねお兄ちゃんと仲良くねお兄ちゃんと仲良くね 元気に育ってね いつも元気でいてね

七種　朝香ちゃん
（Ｈ１９.４.２６生）

vol.52

　朋扇会は、昭和52年から活動を始めて33年目になりま

す。藤間不三朋先生が田平に住むことになり、踊りの教室

を始めたことがきっかけとなり発足しました。主な活動と

して、町の文化祭や発表会などで踊りを披露することで

す。特に、敬老会や病院慰問で踊りを披露したときは、大

変喜んでもらえました。

　朋扇会では、端唄や長唄、小唄、歌謡曲に合わせて、楽

しみながら踊りの練習をしています。練習で心がけている

ことは、「唄と踊りのイメージを合

わせて踊ること」。また、休憩に入

ると、みんなでお菓子などを食べな

がら、おしゃべりに花を咲かせるこ

とも楽しみの一つです。

朋扇会では、現在一緒に踊る仲間を

募集しています。一度、見学に来て

みませんか？きっと、踊ってみたく

なるはずですよ。

■■活動ＤＡＴＡ■■

■■活動ＤＡＴＡ■■

活 動 日／毎週水曜日以外
　　　　　午後４時30分～午後６時30分
活動会場／平戸小学校グラウンド
対 象 者／平戸小学校児童
連 絡 先／同小学校☎22‐2410
部 員 数／ 33人
参 加 費／ 3,000円（学期）
代　　表／針尾　忍さん（岩の上町）

活 動 日／第1・第3水曜日　
　　　　　午前10時～午後4時（坊田公民館）
　　　　　午後７時～午後10時（小崎公民館）
活動会場／坊田公民館・小崎公民館
対 象 者／社会人以上
連 絡 先／代表宅☎57‐1616
部 員 数／ 11人
参 加 費／ 5,000円（月額）
代　　表／嶋本　フデ子　さん（田平町小崎免）

「平戸少年サッカークラブ」

「着物を着て踊ると気持ちが引き締まります」「藤間不三朋社中　朋扇会」

「一緒に楽しくサッカーしませんか」
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　平戸少年サッカークラブは、１年生から６年生までの

33人のチームです。平戸小学校のグラウンドで基礎練習

やミニゲームなどに取り組み、市内の大会や県内外の大会

へ参加し、技術の向上に励んでいます。昨年９月に出場し

た県大会では、よい成績を残せず、悔しい思いをしました

が、この悔しさをバネに、走り負けないチームになるため、

チーム一丸となって練習に励みました。

　この結果、平戸市代表として出場した昨年12月の新人

戦県大会ではベスト８、今年２月に出場した九州少年県大

会ではベスト16に入ることができまし

た。今年も、「走る・負けない気持ちを

もって」をテーマに、県大会やそのほか

の大会で上位進出を目指し練習をがん

ばっています。現在、部員を募集して

います。サッカーに興味がある人、初

心者でも大歓迎です。一度、気軽に練

習を見に来て下さい。

　

～康治さん・優美さんの次男～
≪岩の上町≫

ふじ た　　こう が

お兄ちゃんと仲良くね

藤田　康我くん
（Ｈ１９.４.１６生）

ふじ　ま 　 ふ 　 み  とも   しゃ ちゅう　 　 ほう せん かい

は　うた



▲３月７日に行われた城下雛まつりのイベント「ひなパレード」からの１コマ▲３月７日に行われた城下雛まつりのイベント「ひなパレード」からの１コマ▲３月７日に行われた城下雛まつりのイベント「ひなパレード」からの１コマ

　郵便、FAX、E‐Mailで、氏 名（ふりがな）、年齢、
性別、住所、電話番号、ペンネームまたはイニシャル
を記入の上、広報ひらどを読んだ感想や取り上げてほ
しい話題や記事、平戸市への思い、あなたの身近な出
来事などを書いてご応募ください。
　お便りをくださった人の中から抽選で５名様に上記
商品をプレゼント。応募締切は４月23日（金）当日消
印有効です。当選の発表は、商品の発送をもって代え
させていただきます。

◎あて先
　〒859‐5192　平戸市岩の上町1508番地3
　市長公室秘書広報班
　「市民の声＆読者プレゼントコーナー」係　
　▼F A X 　22‐2419
　▼E-Mail　kouhou@city.hirado.lg.jp
※市ホームページからも投稿することができます。
※個人情報の取り扱いについては、「平戸市個人情報
　保護条例」に基づき適正に行います。なお、プレゼ
　ント発送のために個人情報を商品取り扱い事業者に
　提供いたしますのであらかじめご了承ください。

P R E S E N T S
読者プレゼントコーナー

市民のみなさんからの
おたよりお待ちしています。

　

広
報
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
携
帯
電

話
の
利
用
に
つ
い
て
、
携
帯
電
話
は
便
利

な
一
方
で
色
々
な
危
険
性
が
あ
る
事
を
知

り
ま
し
た
。

　

私
は
高
校
に
入
っ
て
か
ら
携
帯
電
話
を

持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
今

ま
で
ず
っ
と
携
帯
電
話
を
手
放
し
た
事
は

一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

る
事
も
な
く
、
自
分
で
は
携
帯
電
話
を
上

手
く
利
用
出
来
て
い
る
つ
も
り
で
し
た
。

　

し
か
し
、
結
婚
し
て
出
産
し
、
子
ど
も

と
一
緒
に
い
る
時
間
を
過
ご
す
う
ち
に
、

自
分
が
携
帯
電
話
に
依
存
し
つ
つ
あ
る
事

に
気
付
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
が
、
ま
た
赤
ち
ゃ
ん
の
う
ち
は
、

一
日
に
携
帯
電
話
を
扱
っ
て
る
時
間
が
多

い
な…

く
ら
い
に
し
か
感
じ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
子
ど
も
が
成
長
し
言
葉
を
覚

え
始
め
た
時
に
、『
お
母
さ
ん
何
し
て
る

の
？
』と
言
わ
れ
、
子
ど
も
と
一
緒
に
い

る
時
に
携
帯
電
話
に
気
を
取
ら
れ
て
い
る

自
分
を
子
ど
も
は
ち
ゃ
ん
と
見
て
い
る
ん

だ
と
知
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
は
子
ど
も
と
一
緒
に
い
る
時

は
、
子
ど
も
だ
け
を
見
て
あ
げ
れ
る
よ
う
、

携
帯
電
話
を
扱
わ
な
い
よ
う
に
心
掛
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
す
る
よ
う
に

な
っ
て
、
今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
子
ど

も
の
色
ん
な
所
に
気
付
い
て
あ
げ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

携
帯
電
話
は
、
本
当
に
便
利
な
物
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
携
帯
電
話
に
扱
わ
れ
る
の

で
は
な
く
、
携
帯
電
話
を
上
手
く
扱
え
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

（
ム
シ
メ
ガ
ネ　

25
歳
女
性
）

●

　

仕
事
の
関
係
上
、
平
戸
市
に
は
良
く
訪

れ
ま
す
。
こ
れ
だ
け
中
身
の
濃
く
、
い
い

も
の
を
毎
月
出
し
て
い
る
の
に
、
そ
れ
が

市
民
に
し
っ
か
り
読
ま
れ
て
い
る
の
か
が

気
に
な
り
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
が
読

ん
で
も「
な
る
ほ
ど
」と
思
う
と
こ
ろ
が
多

い
と
思
う
の
で
、
外
の
人
が
読
ん
だ
ら
な

お
さ
ら
面
白
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
平
戸
素
材
」な
ど
は「
通
」向
け
な
感

じ
が
し
て
、
観
光
客
向
け
に
冊
子
に
し
て

案
内
し
た
ら
非
常
に
効
果
が
あ
る
の
で
は

な
い
し
ょ
う
か
。

　

毎
月
楽
し
み
に
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り
良

い
も
の
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
Ｋ
Ｎ　

 

24
歳
男
性
）

●

　

今
月
号
の
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
、「
え

し
ろ
」の
い
ち
ご
の
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
と
言

う
事
で
、
早
速
、
応
募
し
て
い
ま
す
。  

　
「
え
し
ろ
」は
、
お
店
で
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト

が
食
べ
ら
れ
る
の
で
、
た
ま
に
、
利
用
し

て
い
ま
す
。
ど
う
か
当
た
り
ま
す
よ
う
に
。

（
Ｙ
Ｆ　

 

20
歳
女
性
）

●

　

広
報
ひ
ら
ど
毎
月
楽
し
く
読
ま
せ
て
頂

い
て
ま
す
。
合
併
し
て
か
ら
ペ
ー
ジ
数
も

増
え
、
公
平
に
地
区
の
話
題
を
取
り
上
げ

る
の
は
、
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。

　

成
人
式
の
記
事
は
、
出
来
れ
ば
地
区
別

の
集
合
写
真
ぐ
ら
い
は
載
せ
て
頂
き
た
い

な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
北
部
の

方
し
か
取
り
上
げ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
し
た
。
地
区
の
成
人
者
の
晴
れ
姿

で
す
。
で
き
れ
ば
探
し
探
し
写
真
も
見
た

い
も
の
で
す
。　

　

平
戸
市
の
月
一
度
の
新
聞
で
す
。
知
り

合
い
の 

顔
や
名
前
が
出
る
と
や
は
り
く

ぎ
づ
け
に
な
り
ま
す
。
す
み
か
ら
す
み
ま

で
興
味
を
持
て
る
広
報
紙
を
作
っ
て
下
さ

い
。
た
ま
に
は
市
民
が
作
る
コ
ー
ナ
ー
が

あ
っ
て
も
楽
し
い
か
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

　
　
（
ソ
ー
イ
ン
グ
夢
子　

45
歳
女
性
）

●

　

恒
例
の
寒
中
稽
古
を
行
い
ま
し
た
。
５

歳
か
ら
50
歳
代
ま
で
の
男
女
50
名
ほ
ど
が
、

亀
岡
神
社
で
祈
願
し
て
の
参
拝
を
し
、
平

戸
大
橋
公
園
海
岸
ま
で
全
員
が
マ
ラ
ソ
ン

を
完
走
。
そ
の
後
、
男
性
は
上
半
身
裸
と

な
り
平
戸
瀬
戸
の
海
流
で
身
を
清
め
、
寒

さ
に
負
け
る
こ
と
な
く
基
本
動
作
を
中
心

に
、
平
戸
瀬
戸
に
響
き
渡
る
ほ
ど
の
気
合

の
入
っ
た
大
き
な
声
で
約
20
分
間
の
寒
中

稽
古
に
全
員
が
耐
え
ま
し
た
。

　

終
了
後
は
、
お
母
さ
ん
た
ち
が
炊
き
出

し
て
く
れ
た
暖
か
い
豚
汁
を
た
く
さ
ん
食

べ
て
体
を
温
め
な
が
ら
、
こ
の
一
年
の
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
護
者
も
多
く
参
加
さ
れ
ま
し

た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
姿
を
見
て

こ
の
１
年
の
飛
躍
に
大
き
な
期
待
を
し
て

い
ま
し
た
。

このコーナーは、広報ひらどの読者のみなさん
からの声を伝えるページです。
広報ひらどへの感想、平戸市への思い、
身近な出来事など、
たくさんの声をお寄せください。

c
o
m
m
u
n
ity

市民の声
Ci t i z e n ’ｓ　Vo i c e s
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今回の応募総数は、32通でした。

※プレゼントは、事業所から提供をいただいています。

「漁師料理バイキング（2,000 円分）」の
　　　　お食事券を５名様にプレゼント！
　漁師食堂母々の手は、「平戸の新鮮な魚を多くの人
に食べてほしい」という思いでお店を開いて４月で２
年目を迎えます。毎朝、白石漁港に水揚げされる新鮮
な海の幸を、バイキング形式で提供しています。こだ
わりは、魚も野菜もできる限り地元のものを使い、昔
ながらの手作りの味を楽しんでもらうこと。メニュー
は、旬の魚を使った刺身や揚げ物、煮魚など豊富です。
　また、店内からは、海を一望できる最高のロケー
ション、舌と目で平戸の海を堪能できます。平日は、
完全予約制となっているため、土曜・日曜限定の引換
券を５名様にプレゼント。なお、引換券の有効期限は、
7月31日までとさせていただきます。
◎商品についてのお問い合わせ
　漁師食堂　母々の手
　〒859‐5142　平戸市主師町白石漁港
　TEL　24‐2648　

漁師食堂　母々の手

（
維
新
館
会
長　

男
性
）

●

※

こ
の
ほ
か
、
27
通
の
お
便
り
が
あ
り
ま

　

し
た
。

※写真はイメージです。※写真はイメージです。※写真はイメージです。※写真はイメージです。※写真はイメージです。※写真はイメージです。

海
の
と
な
り
で
海
を
味
わ
う
、

贅
沢
な
ひ
と
と
き
。

海
の
と
な
り
で
海
を
味
わ
う
、

海
の
と
な
り
で
海
を
味
わ
う
、

贅
沢
な
ひ
と
と
き
。

贅
沢
な
ひ
と
と
き
。

海
の
と
な
り
で
海
を
味
わ
う
、

贅
沢
な
ひ
と
と
き
。

　広報ひらどが、平成22年長崎県広報コン
クール広報紙（市部）の部門においては3年
連続の最優秀賞と一枚写真の部（市部）の最
優秀賞を受賞しました。2部門での最優秀受
賞は初めてで、県代表として今年５月に行わ
れる全国広報コンクールに推薦されることが
決まりました。取材にご協力ご支援いただき
ましたみなさんありがとうございました。

平成22年長崎県広報コンクール　
　　広報紙の部（市部）・
　　一枚写真の部（市部）最優秀賞

広報紙（市部）
最優秀の部を
受賞した平成
21年３月号

一枚写真の部
（市部）最優秀
の部を受賞し
た平成21年９
月号
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　この上着は代々平戸松浦家に伝承されたもので、現在は松浦史料博物館に所蔵されています。ヨーロッ
パの様式を持った少年用の洋服です。しっかりとした作りで、裏地や縫い方はアジアの洋服の特徴を持っ
ています。青地上着で用いられた裂は17世紀にペルシャで織られたものと考えられ、上層階級の人々が
着る高級な絹織物で、現在では他国では断片すら見られないほど貴重なものです。白地上着はヨーロッパ
商人が中国に注文、織らせた西洋人用絹織物のようで、金糸、銀糸が織り込まれています。渡来の時期や
経路については不明な点もありますが、この当時の洋
服が完成品として残存する例は世界的にも希少であり、
歴史的にも美術品としても大変貴重なものといえます。

松浦家伝来少年用渡来上着2着(青地上着・白地上着)
　昭和4年（1929）に鉄川与助氏の設計・施工により建築さ
れた県内最初の鉄筋コンクリート造の教会です。鉄川氏は長
崎県を中心に数多くのカトリックの教会堂を建築し、市内で
は山田教会、田平天主堂(国指定)も鉄川氏が携わっています。
　美しい外観は、鉄川氏の手がけた煉瓦造教会の形態を継承
し均整が取れています。内部の柱はエンタシス（下部から上
部にかけて序々に細くした形状）を用いています。中央の天
井は板張りの船底天井、側面は板張りの平天井で、それぞれ
に彫刻装飾がなされ全体のバランスがよく保たれています。
　教会のある紐差地区は、キリスト教の禁教が解かれたあと
は平戸におけるキリスト教布教の拠点のひとつとなったとこ
ろであり、建築当初より信者を中心に現在に至るまで大切に
伝えられた貴重な建造物です。

紐差教会

　ハルサザンカは、ササンカ雌種とヤブツバキ雄種が自然交配したもので、植物分類学者牧野富太郎氏に
よって明治38年に命名されています。古くから園芸種として知られていましたが、自然交配で自生する
原木(一次交配種)については長い間確認されませんでした。1970年代に熊澤三郎氏(元九州農業試験場・
場長)によって、戸石川の武家屋敷にある原木(一次交配種)が発見され、「凱旋」と命名し広く紹介されて
います。
　本指定物件は樹齢が400年を超えると推定され、樹高約8ｍ、幹周
り約1.6ｍの古木で、国内では最大級のものです。花は鮮やかな紅色
の一重の小輪で、サザンカに近いものです。
平成19年2月26日に市指定文化財に指定され、
今回県指定に昇格しました。

平戸戸石川のハルサザンカ

　明治26（1893）年に平戸松浦家第37代詮（心月）の邸宅として建築されました。現在は松浦史料博物館とし
て利用されています。3棟はいずれも木造平屋建で、千歳閣の外観は和風ですが、内部では天井などを高くし、
照明にシャンデリアを用いて洋室とし、謁見の間として利用されていました。九皐斎は和風の書院造りで、
書斎や私的な接客の間として利用されていまし
た。
　明治期の藩主の邸宅としては規模も大きく、
一部洋風を取り入れた構造やデザインに特徴が
見られ、近代和風建築としても貴重です。

旧松浦家住宅(千歳閣・九皐斎・玄関)

あお じ うわ ぎ　　　しろ じ うわ ぎ

きれ

■名　称　松浦家伝来少年用渡来上着

　　　　　２着(青地上着・白地上着)

■種　別　県指定文化財(美術工芸品)

■指定年月日　平成22年3月5日

■所有者　財団法人　松浦史料博物館

■所在地　平戸市鏡川町

■名　称　平戸戸石川のハルサザンカ

■種　別　天然記念物

■指定年月日　平成22年3月5日

■所有者　個人

■所在地　平戸市戸石川町

■名　称　紐差教会

■種　別　県指定文化財(建造物)

■指定年月日　平成22年3月5日

■所有者　宗教法人カトリック長崎大司教区

■所在地　平戸市紐差町

■名　称　旧松浦家住宅(千歳閣・九皐斎・玄関)

■種　別　県指定文化財(建造物)

■指定年月日　平成22年3月5日

■所有者　財団法人　松浦史料博物館

■所在地　平戸市鏡川町

がい せん

てつ かわ よ すけ

れんがづくり

せんざいかく　　きゅうこうさい

あきら

きゅうこうさい

県指定文化財

新たな平戸遺産として、4つの文化財が県の指定文化財となる。



　
　

↓
発
達
・
成
長
が
遅
れ
た
り
、
極
端

　
　
　

な
場
合
は
、
栄
養
失
調
や
脱
水
症

　
　
　

状
で
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

▼
性
的
虐
待

　
　

子
ど
も
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
な
ど
を

　

す
る
こ
と

　
　

↓
異
性
へ
の
極
端
な
嫌
悪
感
を
抱
く

　
　
　

よ
う
に
な
る
な
ど
、
心
と
体
に
大

　
　
　

き
な
傷
を
残
し
ま
す
。

　　

全
国
的
に
も
児
童
虐
待
の
件
数
は
増
加

し
て
い
ま
す
。
平
戸
市
に
お
い
て
も
、
児

童
虐
待
の
件
数
は
増
え
て
お
り
、
平
成
21

年
４
月
か
ら
平
成
22
年
２
月
ま
で
の
虐
待

相
談
対
応
件
数
は
16
件
で
す
。
16
件
の
う

ち
11
件
が
ネ
グ
レ
ク
ト
で
、
全
体
の
約
７

割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
人
権
を
侵
害

し
、
そ
の
心
身
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る

深
刻
な
問
題
で
す
。
児
童
虐
待
に
つ
い
て

は
、
痛
ま
し
い
事
件
は
跡
を
絶
た
ず
、
連

日
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
多
く
と
り
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
児
童
虐
待
か
ら
子
ど
も
た

ち
を
守
る
に
は
、
早
期
の
発
見
と
早
期
の

対
応
が
大
切
で
す
。

　

児
童
虐
待
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
大
き
く
分
け
る
と
次
の
４
つ

の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

　

▼
身
体
的
虐
待

　
　

殴
る
、
蹴
る
な
ど
子
ど
も
の
体
を
傷

　

つ
け
る
行
為

　
　

↓
体
に
傷
や
後
遺
症
が
残
っ
た
り
、

　
　
　

命
そ
の
も
の
が
奪
わ
れ
た
り
す
る

　
　
　

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

▼
心
理
的
虐
待

　
　

言
葉
に
よ
る
脅
し
や
無
視
、
差
別
な

　

ど
子
ど
も
の
心
を
傷
つ
け
る
行
為

　
　

↓
心
に
傷
を
負
い
、
お
び
え
や
不
安
、

　
　
　

う
つ
状
態
、
無
感
動
、
無
反
応
、

　
　
　

強
い
攻
撃
性
な
ど
を
示
す
よ
う
に

　
　
　

な
り
ま
す
。

　

▼
ネ
グ
レ
ク
ト（
育
児
放
棄
）

　
　

家
や
車
の
中
に
放
置
す
る
。
ゴ
ミ
だ

　

ら
け
の
部
屋
で
生
活
さ
せ
る
。
食
事
を

　

与
え
な
い
な
ど
養
育
を
怠
る
行
為

　
「
な
ぜ
虐
待
す
る
の
？
」と
思
う
人

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
児

童
虐
待
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
こ

と
で
す
。
特
別
な
家
庭
で
起
こ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

祖
父
母
と
暮
ら
す
こ
と
も
少
な
く

な
り
、
ま
た
、
近
所
と
の
付
き
合
い

も
減
っ
た
社
会
環
境
で
あ
る
今
、
身

近
に
育
児
を
手
伝
う
人
や
悩
み
を
聞

い
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
た
め
に
、

育
児
ス
ト
レ
ス
や
孤
立
感
か
ら
虐
待

に
つ
な
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
に
、
子
ど
も
自
身
が
よ
く
泣
い
た

り
、
食
事
を
あ
ま
り
食
べ
な
か
っ
た

り
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
親
の
疲
労

や
ス
ト
レ
ス
が
増
加
し
た
り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
精
神
的
や
経
済
的
に
不
安

定
な
状
態
の
と
き
は
、
子
ど
も
に
イ

ラ
イ
ラ
、
不
満
を
ぶ
つ
け
て
し
ま
い

が
ち
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
を
、
親
だ
け
の
問
題

と
し
て
と
ら
え
ず
、
地
域
全
体
の
問

題
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
親
が
一
人
で
、「
悩
ま
な

い
」、「
頑
張
ら
な
い
」、「
抱
え
込
ま

な
い
」よ
う
に
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど

も
の
人
権
と
安
全
を
守
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
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　児童虐待は、都市の問題と思っていませんか？児童虐待は生活と密接に関係し
ており、平戸市でも発生しています。親がいくら一生懸命であっても、その子を
かわいいと思っても、子ども側にとって有害な行為であれば、虐待です。虐待を
考える場合、子どもにとって有害かどうかで判断することが必要です。
　　　　　　　　　　■お問い合わせ　福祉課子育て支援班（内線☎2572）

No.12　　児童虐待を地域ぐるみで防ぎましょう

児
童
虐
待
は
身
近
な
問
題
で
す
。

児
童
虐
待
に
は
大
き
く
分
け
て

４
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

児
童
虐
待
は
特
別
な
家
庭
で

起
こ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平戸市

     2

    13

    12

    16

全 国 

 37,323

 40,639

 42,662

    -

平成18年度

平成19年度

平成20年度

平成21年度
(2月末まで)

長崎県

223

196

285

-

●児童虐待相談件数

みんなで防ぐ児童虐待みんなで防ぐ児童虐待みんなで防ぐ児童虐待みんなで防ぐ児童虐待みんなで防ぐ児童虐待

　児童虐待は、自分ひとりで解決するには、難しい
問題です。児童虐待を早期に発見、早期に対応して
いくためには、地域の関係機関のネットワークを形
成して対応することが必要です。
　関係機関が強力に連携し、情報を共有することに
よって、その家庭が抱えている問題に対して適切に
支援を行うことができます。
　平戸市では、平成19年に「要保護児童対策地域協
議会」を設立し、関係機関が情報共有と役割分担を
しながら効果的な支援を行っていくネットワークを
整備しています。今後も、このネットワークを強化
し、親子を地域で見守る体制を整備していきます。

　「虐待の疑いがあるけれど、それが間違いだったらどうしよう」と心配する人もいるか
もしれません。児童虐待防止法では、虐待を受けた児童だけでなく、虐待の疑いのある親子
を発見した場合、子どもに直接かかわる関係機関はもちろんのこと、市民のみなさんに対しても通告の義
務があります。
　人の家庭のプライバシーを漏らすようで、通告するのに抵抗感があるかもしれません。しかし、虐待し
ている親のほとんどは、子育てがうまくいかないことなどで悩んでいます。
　また、親が悩みを抱え込んでいて、誰にも相談できずにいる場合もあります。通告することも、子育て
支援のひとつと考えて、迷わず手を差し伸べてください。
　なお、通告を受けた機関には、通告者の秘密厳守が義務付けられています。

　虐待され続けて育った子どもは、それが当たり前と思い込み、助けを求めることをしな
いことがあります。
　また、乳幼児は助けを求めることもできません。まわりの誰かが気づくことが、解決につながります。

子どものサイン
◆不自然な傷がある
◆表情が乏しい
◆家に帰りたがらない
◆食事に対して異常な執着を示す
◆ほかの児童に対して乱暴である
◆衣服や身体が非常に汚れている　など

親や家庭からのサイン
◆子どもへの態度や言葉が否定的である
◆地域の中で孤立している
◆親の前で子どもが極端に緊張している
◆子どもが病気やけがをしても、病院に連れて
　いかない
◆子どもを置いてたびたび外出する　など

【関係機関】
●佐世保こども・女性・障害者支援センター
●長崎地方法務局平戸支局　●平戸警察署　
●県北保健所　　　　　　　●平戸市医師会
●主任児童委員　　　　　　●人権擁護委員
●小・中学校　　　　　　　●市内幼稚園・保育園
●市教育委員会　　　　　　●市保健センターなど

平戸市要保護児童対策地域協議会

地域で子どもを見守る
ネットワークづくりを行っています！

もしかして「児童虐待では？」と思った場合には！

子どものサインに気づいてください！気づくためのポイントは？

相談・連絡の窓口　　

  point ！
地域での
早期発見が
子どもを
守ります。

     point ！
ちょっとした
サインを見逃
さないことが
　大切です。

福祉課子育て支援班、佐世保こども・女性・障害者支援センター（☎0956-24-5080）へ

HappyHappy 子育て応援隊①子育て応援隊①Happy 子育て応援隊①



【
支
給
の
手
続
き
】

　

３
月
31
日
現
在
、
児
童
手
当
受
給
者
で
、

引
き
続
き
子
ど
も
手
当
の
支
給
要
件
に
該

当
す
る
人
は
、
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん（
み
な
し
認
定
）。
新
た
に
、
中
学
校
の

子
ど
も（
中
学
２
・
３
年
生
）を
養
育
し
て

い
る
こ
と
で
、
新
規
に
認
定
ま
た
は
増
額

す
る
人
は
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

手
続
き
が
必
要
な
人
に
は
、
４
月
下
旬

以
降
に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
に
記
入
の
上
、
市
福
祉
課
、
各
支

所
市
民
協
働
課
、
各
出
張
所
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

４
月
上
旬
に
は
、
支
給
対
象
者
の
い
る

全
世
帯
に
制
度
内
容
と
必
要
な
手
続
き
に

つ
い
て
の
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

　

次
世
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
や

か
な
成
長
を
支
援
す
る
た
め
に
、
中
学
校

修
了
前
の
子
ど
も
に
対
し
て
、
子
ど
も
手

当
を
支
給
す
る
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
４
月
か
ら
、
小
学
校
修

了
前
の
子
ど
も
に
対
し
て
支
給
さ
れ
て
い

た
児
童
手
当
制
度
に
変
わ
っ
て
、
支
給
が

開
始
さ
れ
ま
す
。

　

平
戸
市
で
は
、
市
町
村
合

併
前
の
平
成
17
年
４
月
に
、

旧
市
町
村
で「
次
世
代
育
成
行

動
計
画（
前
期
計
画
）」を
策
定

し
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、「
次
世
代
育
成
支
援

対
策
地
域
協
議
会
」に
お
い
て
、

平
成
20
年
度
に
実
施
し
ま
し

た
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
や
現

状
、
課
題
を
把
握
し
、
具
体

的
施
策
の
評
価
を
す
る
な
ど

前
期
計
画
の
見
直
し
を
実
施

し
、
平
成
22
年
度
か
ら
26
年

度
ま
で
の
後
期
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
で
は
、「
健
や
か

で
笑
顔
と
や
さ
し
さ
あ
ふ
れ

る
地
域
社
会
の
形
成
」を
目
標

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

の
支
援
策
を
盛
り
込
ん
で
い

ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
内
容
な
ど
に

つ
い
て
は
、
今
後
広
報
ひ
ら

ど
で
紹
介
し
ま
す
。

　

市
内
に
在
住
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど

（
母
子
・
父
子
家
庭
や
寡
婦
）で
、
一
時
的

に
生
活
援
助
ま
た
は
子
育
て
支
援
が
必
要

な
世
帯
に
対
し
て
、
家
庭
生
活
支
援
員
を

派
遣
し
て
必
要
な
支
援
や
保
育
な
ど
を
行

う
事
業
が
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

●
支
援
の
種
類

　

▼
生
活
援
助

　
　

食
事
の
世
話
、
住
居
の
掃
除
な
ど

　

▼
子
育
て
支
援

　
　

乳
幼
児
の
保
育
、
児
童
の
世
話
な
ど

●
利
用
限
度
期
間

　

１
世
帯
あ
た
り
生
活
援
助
お
よ
び
子
育

　

て
支
援
そ
れ
ぞ
れ
年
間
10
日
間

●
申
込
方
法

　

事
前
に
福
祉
課
へ
の
派
遣
申
請
が
必
要

　

に
な
り
ま
す
。

　

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
が
、
就
職
に
有

利
な
資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
、
専
門
の

養
成
機
関
な
ど
で
２
年
間
以
上
修
業
す
る

場
合
に
、
養
成
期
間
の
生
活
費
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
、
こ
の
対

象
と
な
る
資
格
を
拡
大
し
ま
し
た
。

●
対
象
資
格

　

▼
こ
れ
ま
で
の
対
象
資
格

　
　
（
准
）看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
保
育

　
　

士
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士

　

▼
今
回
拡
大
分
の
対
象
資
格

　
　

助
産
師
、
保
健
師
、
臨
床
検
査
技
師
、

　
　

柔
道
整
復
師
、
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
、

　
　

言
語
聴
覚
士
、
歯
科
衛
生
士
、
歯
科

　
　

技
工
士
、
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健

　
　

福
祉
士
、
調
理
師
、
栄
養
士
、
管
理

　
　

栄
養
士
、
理
容
師
、
美
容
師

●
支
給
額

　

▼
高
等
技
能
訓
練
促
進
費

　
　

市
町
村
民
税
非
課
税
の
人

　
　
　

月
額
１
４
１
，
０
０
０
円

　
　

市
町
村
民
税
課
税
の
人　

　
　
　

月
額 

７
０
，
５
０
０
円

　

▼
入
学
支
援
修
了
一
時
金

　
　

市
町
村
民
税
非
課
税
の
人

　
　
　

５
０
，
０
０
０
円

　
　

市
町
村
民
税
課
税
の
人

　
　
　

２
５
，
０
０
０
円

●
手
続
方
法　

福
祉
課
へ
の
事
前
相
談
が

　

必
要
に
な
り
ま
す
。

広報ひらど 平成22年4月号 26Hirado City Public Relations,2010.427

　子育ての環境を支援するために、さまざまな子育て支援制度の創設や拡大が、国
において行われています。平戸市でも「健やかで笑顔とやさしさあふれる地域社会
の形成」を目標に子育て支援を実施しています。今回は、子育て情報のお知らせ版
として、子育て家庭を応援するために4月から新たに実施や拡大する事業などにつ
いてご紹介します。　　　　■お問い合わせ　福祉課子育て支援班（内線☎2572）

平戸市からのお知らせ「子育て応援拡大版」

HappyHappy 子育て応援隊②子育て応援隊②Happy 子育て応援隊②

●子ども手当て概要 「
子
ど
も
手
当
」
制
度
が

始
ま
り
ま
す
。

「
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
日
常

生
活
支
援
」
を
行
い
ま
す
。

母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
の

対
象
資
格
を
拡
大
し
ま
す
。

「
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
（
後
期
計
画
）」
を

作
成
し
ま
し
た
。

施行期日 

支給対象者  

受給者

支給金額 

支給月 

４月１日から 

 中学校修了までの子ども
※生年月日が平成７年４月１日以降の子ども

 支給対象者の父（母）または養育者

１人につき１３，０００円

６月
10月
２月

４～５月の２カ月分、１人当たり２６，０００円
６～９月の４カ月分、同５２，０００円
10～１月の４カ月分、同５２，０００円 

支
給
対
象
者
の
い
る
世
帯
に

案
内
文
書
送
付

支
給
開
始

支
給
開
始

支
給
開
始

申
請
が
必
要
な

世
帯
に
申
請
書
送
付

申
請
受
付

申
請
が
必
要

な
い
世
帯

み
な
し
認
定

４月上旬4月下旬～６月
福
祉
課
、各
支
所
市
民

協
働
課
、各
出
張
所

【
支
給
の
手
続
き
の
流
れ
】

　

※

現
段
階
の
申
請
手
続
き
で
変
更
に
な
る

　
　

場
合
も
あ
り
ま
す
。

※平成23年度以降の支給制度の内容については、まだ確定していません。

な
が
さ
き
子
育
て
支
援
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

県
で
は
、
社
会
全
体
で
子
育
て
を
支

援
す
る
機
運
を
醸
成
す
る
た
め
に「
な

が
さ
き
子
育
て
支
援
表
彰
」を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

１
月
17
日
、
長
崎
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

（
長
崎
市
）で
、
平
成
21
年
度
の
表
彰
式

が
開
催
さ
れ
、
地
域
の
子
育
て
支
援
へ

の
貢
献
が
顕
著
な
団
体
に
贈
ら
れ
る

「
地
域
子
育
て
支
援
功
労
者
表
彰
」を
読

み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紙
風
船
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
５
人

以
上
い
る
家
庭
で
、
明
る
い
子
育
て
を

実
践
し
て
い
る
家
族
に
贈
ら
れ
る「
子

育
て
大
賞
」を
磯
田
勝
行
さ
ん（
鏡
川

町
）の
家
族
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

生活保護世帯または
市民税非課税世帯

児童扶養手当支給水
準の世帯

上記以外の世帯

利用世帯の区分

利用者負担額
（1時間あたり）
子育て
支援

生活
援助

0円

70円

150円

0円

150円

300円

●利用料金

■information

※

　

平
成
21
年
の
５
月
号
か
ら
掲
載

　

し
て
き
ま
し
た「
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
子

　

育
て
応
援
隊
」の
シ
リ
ー
ズ
は
、

　

今
月
号
で
終
了
し
ま
す
。

　
　

今
後
も
、
随
時
、
子
育
て
に
関

　

す
る
情
報
は
お
伝
え
し
て
い
き
ま

　

す
が
、
子
育
て
に
関
す
る
、
悩
み

　

や
相
談
な
ど
は
、
福
祉
課
子
育
て

　

支
援
班
に
お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く

　

だ
さ
い
。

「健やかで笑顔とやさしさあふれる地域社会「健やかで笑顔とやさしさあふれる地域社会」の実現に向けて」の実現に向けて「健やかで笑顔とやさしさあふれる地域社会「健やかで笑顔とやさしさあふれる地域社会」の実現に向けて」の実現に向けて「健やかで笑顔とやさしさあふれる地域社会」の実現に向けて

▲「子育て大賞」を受賞した磯田勝行さん（鏡川
　町）の家族

▲「地域子育て支援功労者表彰」を受賞した「読み聞
　かせボランティア紙風船」のみなさん

※子育て支援は2時間以上の利用になります。



▼田平町民センターに展示されたツバキ作品
　の数々、芸術性の高さに圧倒されました

民センターに展示
芸術性の高さに圧

町民
々、芸

▼田平町
の数々

XX
「身近な世界遺産」

　オランダというと風車のイメージがありますね。100年前までオランダには、１万基の風車が

ありましたが、現在は1,200基ぐらいしか残っていません。私の地元の近くには、風車の世界遺産

がありますが、私としては普通の風景ですので、どうして世界遺産になったのか最初は分かりませんでした。

　平戸に住み始めて、市外・国外からたくさん友だちが遊びに来た時、私は、必ず平戸の魅力を感じる小道

を案内してあげます。でも、平戸に来てから、少しずつ小さな道がなくなっています。大きな道を作ると走

りやすくなるかもしれませんが、日本ではコンクリートを使っている量がとても多くて、自然を感じなくな

るので、平戸らしい風景が破壊されていると思います。

　外国人は日本に来たとき、道に使っているコンクリートの量にびっくりします。道の管理は仕事になるし、

安全のためにも大切だと思いますが、別の方法で小道や石垣を守ることもできると思います。

　「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」は世界遺産を目指しています。平戸の文化的な風景は、そのための

大切な文化財です。みなさんはどう思いますか？平戸は世界遺産だと思いますか？風車が私にとって普通な

ものと同じように、棚田と小道は平戸のみなさんにとって普通の風景かもしれません。しかし、平戸の自然

豊かな風景は、素晴らしいものです。みなさんが、もっと誇りを持って、もっと自然と文化財を保護すれば

平戸は世界遺産になれると、私は信じています！

黒
田
市
長
の
平
戸
初
体
験
記

vol.3vol.3vol.3

　

平
戸
に
は
四
季
折
々
の
草
花
に
恵
ま

れ
た
美
し
い
景
観
が
あ
ち
こ
ち
に
点
在

し
て
い
ま
す
。
春
は
サ
ク
ラ
や
ヒ
ラ
ド

ツ
ツ
ジ
、
夏
は
ク
マ
ノ
ギ
ク
や
コ
オ
ニ

ユ
リ
、
秋
は
平
戸
の
固
有
種
で
あ
る
イ

ト
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
、
冬
は
サ
ザ
ン
カ
や
ツ

バ
キ
な
ど
が
、
平
戸
を
彩
り
多
く
の

人
々
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

３
月
５
日
に
は
、
県
が
平
戸
戸
石
川

の
ハ
ル
サ
ザ
ン
カ
を
文
化
財
と
し
て
指

定
し
た
こ
と
は
、
本
紙
で
も
紹
介
し
て

い
ま
す
が
、
県
指
定
の
天
然
記
念
物
と

し
て
田
平
町
海
寺
跡
の
ハ
ナ
モ
ク
レ
ン
、

平
戸
市
の
天
然
記
念
物
ニ
ド
サ
キ
サ
ク

ラ
な
ど
も
有
名
で
す
。

　

２
月
27
日
に
は
、
平
戸
市
椿
・
山
茶

花
振
興
会
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
恒
例
の

平
戸
椿
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
回
は
、
旧
武
家
屋
敷
を
改
装
し
て
建

物
の
格
式
高
い
趣
に
加
え
、
庭
園
の
素

晴
ら
し
さ
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
し
た
平
戸

な
ら
で
は
の
展
示
会
が
演
出
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
呈
茶
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ

る
な
ど
、
ま
さ
に
成
熟
し
た
大
人
の
文

化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
次
第
で
す
。

　

同
日
に
は
、
田
平
町
の
町
民
セ
ン

タ
ー
で
田
平
つ
ば
き
物
産
展
が
開
催
さ

れ
、
町
花
で
も
あ
る
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
に
関

す
る
あ
ら
ゆ
る
芸
術
が
会
場
い
っ
ぱ
い

に
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
世
代
を
超

え
て
ツ
バ
キ
の
美
し
さ
を
鑑
賞
で
き
る

意
義
深
い
イ
ベ
ン
ト
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
「
平
戸
だ
か
ら
こ
そ
可
能

な
魅
力
の
発
信
」
に
つ
い
て
、
関
係
す

る
み
な
さ
ん
の
活
動
を
し
っ
か
り
応
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

旧
武
家
屋
敷
で
の
椿
展
と

　
　

田
平
町
つ
ば
き
物
産
展

▲旧武家屋敷の大曲邸に訪問。和風建築の▲旧武家屋敷の大曲邸に訪問。和風建築の
　たたずまいとツバキの展示を満喫しました。　たたずまいとツバキの展示を満喫しました。
▲旧武家屋敷の大曲邸に訪問。和風建築の
　たたずまいとツバキの展示を満喫しました。

▼田平町民センターに展示されたツバキ作品
　の数々、芸術性の高さに圧倒されました

■おはなし会／毎週土曜日　午後２時～
■赤ちゃんおはなし会／ 14日　　午前10時30分～
　　　　　　　　　　　　北部公民館　和室大

広報ひらど 平成22年４月号 28Hirado City Public Relations,2010.429

このほかにもたくさんの
新着図書があります

　「ルカナート13歳の初恋」「シル
ヴィアナとライオスの恋」…など4つ
の短編を収録した作品。それぞれの
大切な出会いを描いた大人の異世界
トリップファンタジーです。

『wonder wonderful
　　　君がくれた世界』

著者／河上　朔
出版社／イースト・プレス

　わたしは、さくらの木。春には桜
を咲かせます。その花が散った後に
は、葉っぱの赤ちゃんが出てきます
…。一本のさくらの一年のドラマを
つづった絵本です。春の訪れを感じ
る一冊です。

『さくら』
文／長谷川摂子
絵／矢間　芳子
出版社／福音館書店

平

平

平

大

　虫の目になって、虫の写真を写し
たい。独自のカメラで、だれも見た
ことのなかった世界を写しとろうと
チャレンジを続ける、田平町在住の
昆虫写真家・栗林慧さんが半世紀に
わたる情熱の軌跡をつづった一冊で
す。

著／栗林　慧
出版社／金の星社

南

　この春、新しい生活がスタートす
る方におすすめの一冊！ひとり暮ら
しってどのぐらいお金がかかるの？
そんな疑問からインテリアの基本、
家事や料理のコツ、防犯テクまで、
詳しく解説しています。

『はじめてのひとり暮らし
　　　　　　超基本BOOK』
編集／主婦と生活社
出版社／主婦と生活社

田

永

　ナナはシルクに、春のお祝いをする
たんぽぽカーニバルに着ていくドレス
を作ってもらうことになりました。
カーニバルには、黄色いドレスを着て
いかなくてはなりません。さて、ナナ
はどんなかわいいドレスを作ってもら
うのでしょうか…。

著／あんびるやすこ
出版社／岩崎書店

生

　いろんな季節、シーンにあわせた
ホームパーティー。友達を招待した
り、家族で楽しむパーティーにとて
も簡単でしかも華やかなアイデア満
載のレシピを多数紹介しています。

『ホームパーティー BOOK
　楽しくておいしくて簡単！
　おうちパーティーレシピ集』
著者／岸本ゆきえ
出版社／グラフ社

平 永 南 生 田

大
※　：平戸図書館　　：永田記念図書館　　：南部公民館図書室　　：生月町中央公民館図書室　　：田平町中央公民館図書室
　　：大島村公民館図書室　

！！

平戸図書館 ☎22‐4017

●４月の主なもよおし●

■おはなし会／ 3日　・17日　・24日　 午後2時～
　　　　　　　市ふれあいセンター児童室
■映画会／ 10日　 午後2時～
　　　　　市ふれあいセンター児童室
　　　　　・ぼくときどきぶた（25分）
　　　　　・花咲か爺さん　他（50分）

永田記念図書館 ☎28‐0128

土

土

土 土

水

◎休館日／６日　、13日　、20日　、25日　、27日　火 火 火 火日

◎休館日／６日　、13日　、20日　、25日　、27日　火 火 火 火日

●４月の主なもよおし●

『ナナのたんぽぽカーニバル』

『虫の目で狙う奇跡の一枚』

～図書館からのお知らせ～

 子ども読書週間おはなし会
　４月23日～５月12日は、「こども読書週間」です。
　図書館でも、人形劇、大型絵本などのおはなし会を
　開催します。
　と　き　４月24日（土）
　　　　　午前10時～ 11時30分
　ところ　市ふれあいセンター
　　　　　ゆめホール



いきつき春まつり
　　　in生月島2010
５月２日（日）～５月４日（祝・火）

平戸市春の産業まつり
平戸海道渡海人祭

■主なイベント
2日（日）／生月漁協会場
　◆生月たこフェスタ2010　9:00 ～
　◆鮮魚販売や生かき、和牛バーべキューも楽
　　しめます！
3日（祝・月）／舘浦漁協会場（大敷食堂横）
　◆漁師料理＆バーベキュー　11:00 ～
　◆水産加工品販売
4日（祝・火）／道の駅「生月大橋」生月ビーチ
　◆生月ビーチ宝探し
　　10:00受付開始　11:00スタート
　◆生月の新鮮な農水産物の販売も行います！
　※天候等の事情により、一部イベント内容が
　　変更になることがあります。
お問い合わせ　いきつき春まつり実行委員会
　（平戸市商工会生月支所内）☎53‐0216
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Ｗ
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Ｗ

は

平

戸

の

食

で

満

喫

！

は

平

戸

の

食

で

満

喫

！

Ｇ

Ｗ

は

平

戸

の

食

で

満

喫
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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

家族揃って
　　出かけよう！

GW
EVENT

INFORMATION

GW
EVENT

INFORMATION

ゴールデンウィーク
イベント情報

第15回平戸海道渡海人祭第15回平戸海道渡海人祭
　平戸の特産品が一堂に集まる平戸海道渡海人　平戸の特産品が一堂に集まる平戸海道渡海人
祭。大人気の「地引網＆魚つかみ大会」や「セー祭。大人気の「地引網＆魚つかみ大会」や「セー
リングヨット体験」などのイベントが楽しめるリングヨット体験」などのイベントが楽しめる
ほか、炭火焼で楽しむ平戸和牛のバーベキューほか、炭火焼で楽しむ平戸和牛のバーベキュー
など、おいしさと楽しみ満点のイベントです。など、おいしさと楽しみ満点のイベントです。
■と　き■と　き　５月３日（祝・月）～５日（祝・火）　　５月３日（祝・月）～５日（祝・火）　
　　　　　午前10 時～午後５時　　　　　午前10 時～午後５時
■ところ■ところ　平戸大橋公園特設会場　平戸大橋公園特設会場
お問い合わせお問い合わせ
平戸市産業まつり実行委員会平戸市産業まつり実行委員会
（平戸商工会議所内）☎22-3131（平戸商工会議所内）☎22-3131

第1010回おさかな祭り回おさかな祭り
　志々伎で獲れた活魚・鮮魚の直売会。その場　志々伎で獲れた活魚・鮮魚の直売会。その場
で食べられる焼き台コーナーも設置されていまで食べられる焼き台コーナーも設置されていま
すので、新鮮な海の幸がすぐに味わえます。すので、新鮮な海の幸がすぐに味わえます。
■と　き■と　き　５月４日（祝・火）　５月４日（祝・火）
　　　　　午前10 時～午後２時　　　　　午前10 時～午後２時
■ところ■ところ　志々伎漁協敷地内　志々伎漁協敷地内
お問い合わせお問い合わせ
　志々伎漁業協同組合☎27-1144　志々伎漁業協同組合☎27-1144

漁師の市場漁師の市場
　平戸近海で水揚げされた新鮮な魚介類や「平　平戸近海で水揚げされた新鮮な魚介類や「平
戸漁師の天日干し」などの水産加工品、平戸名戸漁師の天日干し」などの水産加工品、平戸名
産「川内かまぼこ」の販売やサザエの炭火焼など産「川内かまぼこ」の販売やサザエの炭火焼など
が楽しめます。が楽しめます。
■と　き■と　き　５月1日（土）午後１時～午後4時　５月1日（土）午後１時～午後4時
■ところ■ところ　中野漁協直売所　中野漁協直売所
お問い合わせお問い合わせ
　中野漁協協同組合☎24-2221　中野漁協協同組合☎24-2221

第15回平戸海道渡海人祭
　平戸の特産品が一堂に集まる平戸海道渡海人
祭。大人気の「地引網＆魚つかみ大会」や「セー
リングヨット体験」などのイベントが楽しめる
ほか、炭火焼で楽しむ平戸和牛のバーベキュー
など、おいしさと楽しみ満点のイベントです。
■と　き　５月３日（祝・月）～５日（祝・水）　
　　　　　午前10 時～午後５時
■ところ　平戸大橋公園特設会場
お問い合わせ
平戸市産業まつり実行委員会
（平戸商工会議所内）☎22-3131

第10回おさかな祭り
　志々伎で獲れた活魚・鮮魚の直売会。その場
で食べられる焼き台コーナーも設置されていま
すので、新鮮な海の幸がすぐに味わえます。
■と　き　５月４日（祝・火）
　　　　　午前10 時～午後２時
■ところ　志々伎漁協敷地内
お問い合わせ
　志々伎漁業協同組合☎27-1144

漁師の市場
　平戸近海で水揚げされた新鮮な魚介類や「平
戸漁師の天日干し」などの水産加工品、平戸名
産「川内かまぼこ」の販売やサザエの炭火焼など
が楽しめます。
■と　き　５月1日（土）午後１時～午後4時
■ところ　中野漁協直売所
お問い合わせ
　中野漁協協同組合☎24-2221

　3月１日から4月30日までの2カ月間、西鉄グランドホテル（福岡
市中央区）で「平戸フェア」が開催されています。期間中は、ホテル
内の直営レストラン４店舗で、平戸和牛のステーキやヒラメ、ウチ
ワエビ、アスパラガスなどを使った料理が提供されています。
　また、３月16日には、平戸産食材を使った「美食会」が開催され
ました。食材は、磯山総料理長が平戸の生産者現場を見て選んだ
こだわりのものを提供。黒田市長や生産者のみなさんも参加し、連
携して平戸の食材のＰＲを行いました。参加した120人は、おいし
い平戸の食材の魅力と料理に大変満足していました。

3月１日から4月30日までの2カ月間 西鉄グランドホテル
福岡市のホテルのレストランで平戸の食材をＰＲ！福岡市のホテルのレストランで平戸の食材をＰＲ！福岡市のホテルのレストランで平戸の食材をＰＲ！
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Interview

　平戸庭を守る会。
太極拳と60歳を過ぎ
てから習い始めたピ
アノが健康とボケ防
止に役立っていると
か。一番の趣味はつ
つじの剪定と草取り
かも

生涯学習実践人
大曲　裕子さん
◎岩の上町（71）

訪
れ
た
み
な
さ
ん
の
喜
び
の
声
が

日
々
の
作
業
の
励
み
で
す

大
曲　

裕
子
お
庭
公
開
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

お
お　

ま
が
り　
　
　

  

ひ
ろ　
　

こ

庭
と
平
戸
つ
つ
じ
を
大
切
に
守
っ
て
い
ま
す

古
く
て
い
い
も
の
は
先
祖
か
ら
の
預
か
り
物
。
負
担
は
大
き
い
け
ど
大
事
に
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

モ
モ
の
花
が
見
事
に
咲
い
た
武
家
屋
敷

の
庭
を
手
入
れ
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

大
曲
裕
子
さ
ん
で
す
。

　

高
校
卒
業
後
、
東
京
で
働
い
て
い
ま
し

た
が
、
見
え
な
い
糸
に
引
か
れ
る
よ
う
に
、

10
年
ほ
ど
で
平
戸
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
我
が
家
は
、
ま
る
で
廃
墟

の
よ
う
に
荒
れ
果
て
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
、
た
っ
た
一
人
で
へ
と
へ
と
に
な
り

な
が
ら
も
家
の
手
入
れ
を
続
け
ま
し
た
。

　

平
戸
に
戻
っ
て
35
年
が
過
ぎ
た
頃
、
転

機
が
訪
れ
ま
し
た
。
同
じ
く
庭
を
維
持
し

て
い
る
ご
近
所
の
み
な
さ
ん
が「
庭
を
守

る
会
」を
作
り
、
庭
を
一
般
公
開
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
こ
で
は
、
ほ
か
の
参
加
者
と
共
に
庭

を
一
緒
に
整
備
す
る
な
ど
の
活
動
を
通
じ
、

世
界
が
広
が
り
ま
し
た
。
何
よ
り
庭
の
公

開
で
訪
れ
た
み
な
さ
ん
の「
素
晴
し
い
で

す
ね
」の
一
言
に
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
以
前
は
、
現
代
的
で
便
利
な
家
に
住

み
た
い
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
で
は
、
み
な
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
場
を
先
祖
か
ら
受
け
継
い
で
良
か
っ
た
。

今
後
も
大
切
に
守
っ
て
い
き
た
い
」と
初

め
は
重
荷
に
感
じ
た
庭
や
武
家
屋
敷
を
今

は
、
宝
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
と
、
す
が
す
が
し
い
笑
顔
で
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。



気
Ⅱ　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

　
　
　
　
　
　

推
進
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　

  
▼
予
算
額 

２
，
３
０
０
万
円

Ⅲ　
市
民
力
ア
ッ
プ
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　

   

▼
予
算
額 

１
，
５
０
０
万
円

市
民
の　
　
を
応
援
し
ま
す

元
気
・
や
る
気
・
そ
の
気

市
で
は
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
を
目
指
し
、
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
平
成
22
年
度
も
市
民
が
自
ら
企

画
、
運
営
す
る
事
業
な
ど
を
積
極
的
に
応

援
し
て
い
き
ま
す
。

④
小
学
生
の
放
課
後
に
お
け
る
居
場
所
づ

　

く
り

⑤
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
生
活
習
慣
の
改   

　

善
⑥
食
育
活
動
の
推
進

⑦
み
ん
な
で
創
る「
故
郷
の
森
林
」

⑧
集
落
の
農
業
資
源
を
有
効
活
用
し
た
ま

　

ち
づ
く
り

⑨
魚
食
普
及[
水
産
物
の
消
費
拡
大
推
進]

⑩
人
・
笑
顔
・
街
・
元
気
の
ま
ち
な
か
活

　

性
化

⑪
家
庭
と
学
校
と
地
域
が
つ
な
が
る「
ま

　

ち
家
族
化
計
画
」

⑫
生
涯
学
習
講
座
の
企
画
運
営

⑬
歴
史
的
建
造
物
・
町
並
み
・
史
跡
等
を

　

活
か
し
た
地
域
づ
く
り

⑭
伝
統
芸
能
・
祭
・
行
事
を
活
か
し
た
地

　

域
づ
く
り

⑮
自
由
テ
ー
マ

○
応
募
資
格　

応
募
対
象
団
体
は
、
公
益

　

活
動
を
行
う
団
体
や
自
治
会
、
市
民
活

　

動
団
体
、
ま
た
は
民
間
企
業
で
、
次
の

　

要
件
に
該
当
す
る
も
の

①
公
益
活
動
を
行
う
事
業
で
あ
る
こ
と

②
市
内
に
活
動
拠
点
が
あ
る
こ
と

③
事
業
の
企
画
か
ら
実
施
、
運
営
、
完
了

　

ま
で
実
行
で
き
る
こ
と

④
政
治
・
宗
教
活
動
な
ど
を
目
的
と
し
て

　

い
な
い
こ
と

○
対
象
経
費　

事
業
実
施
に
必
要
な
経
費

○
委
託
料　

１
０
０
万
円
以
内（
１
団
体

　

当
た
り
）

○
選
定
方
法　

事
業
の
選
定
は
、
応
募
団

　

体
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実

　

施
お
よ
び
協
働
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員

　

会
に
よ
る
審
査
で
決
定
し
ま
す
。

○
募
集
事
業　

市
民
活
動
団
体
な
ど
が
、

　

企
画
、
実
施
す
る
ま
ち
づ
く
り
事
業

※

市
税
の
約
１
％
を
全
体
事
業
費
と
し
て
、

　

合
併
前
の
旧
市
町
村（
平
戸
８
８
０
万

　

円
、
生
月
５
０
０
万
円
、
田
平
５
２
５

　

万
円
、
大
島
３
９
５
万
円
）ご
と
に
予

　

算
を
配
分
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

○
事
業
例　

地
域
文
化
の
継
承
、
イ
ベ
ン

　

ト
開
催
、
地
域
で
取
り
組
む
環
境
整
備

　

な
ど

○
補
助
額　

１
０
０
万
円
以
内（
１
団
体

　

当
た
り
）

○
申
請
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
５

　

人
以
上
で
組
織
さ
れ
た
市
民
活
動
団
体

　

で
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の

※

営
利
団
体
で
あ
っ
て
も
事
業
内
容
が
公

　

益
的
な
場
合
は
可

①
年
間
の
活
動
計
画
が
明
確
で
あ
る
こ
と

②
団
体
に
加
入
し
て
い
る
人
が
、
市
税
な

　

ど
を
滞
納
が
な
い
こ
と

○
対
象
経
費　

事
業
実
施
に
必
要
な
経
費

※

実
施
団
体
の
備
品
な
ど
財
産
の
取
得
は

　

対
象
外

○
選
定
方
法　

事
業
の
選
定
は
、
申
請
団

　

体
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実

　

施
及
び
地
域
審
議
会
・
地
域
協
議
会
に

　

よ
る
審
査
で
決
定
し
ま
す
。

★
今
年
度
か
ら
補
助
率
を
５
分
の
４

　

か
ら
10
分
の
９
へ
、
上
限
を
３
０

　

０
万
円
か
ら
５
０
０
万
円
に
変
更

　

し
ま
し
た
！

○
募
集
事
業　

市
民
活
動
団
体
な
ど
が
、

　

実
施
す
る
市
民
活
動
の
拠
点
施
設
整
備

　

や
街
中
の
休
憩
施
設
な
ど
を
整
備
す
る

　

事
業

○
事
業
例　

空
き
家
な
ど
を
活
用
し
た
活

　

動
拠
点（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
）の
整

　

備
や
地
域
文
化
の
情
報
発
信
を
目
的
と

　

し
た
看
板
の
設
置
な
ど

Ⅳ　その他の補助金一覧表

Ⅰ　
や
ら
ん
ば
市
民
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　

モ
デ
ル
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

   

▼
予
算
額 

１
，
０
０
０
円

みんなでつくる 楽しくつくる

　　　協働でつくる 未来の平戸

ひらど豊かな人づくり推進事業補助金
　地域の特色を活かしたまちづくり活動を行う団体の
育成・活動事業に対する助成
【担当課】企画課、各支所市民協働課

国際交流振興事業補助金
　諸外国との交流を深めるために国際活動を行う団体
の活動事業に対する助成
【担当課】市長公室、各支所市民協働課

にぎわいづくり支援事業補助金
　観光・商工の振興につながるイベントを開催する団
体、特色ある商品の開発などに取り組む個人・団体の
活動に対する助成。新事業具体化のための活動経費に
対する一部を助成
【担当課】観光物産振興課、商工振興課、各支所産業建設課

花とみどりのふるさとづくり事業補助金
　花壇整備やフラワーポットの設置整備を行っている
地区や団体に対する助成
【担当課】市民課、各支所市民協働課

ひらどふれあい福祉事業補助金
　ボランティアや福祉団体などが行う福祉活動の向上
を図るための活動に対する助成
【担当課】福祉課

コンベンション開催事業費補助金
　研修会、合宿および会議などの開催により市外から
誘客を図る事業に対する助成
【担当課】観光物産振興課、各支所産業建設課

スポーツ振興事業補助金
　地域スポーツの振興と普及、競技力の向上を図る個
人、団体の活動に対する助成
【担当課】生涯学習課、教育委員会各分室

○
募
集
事
業　

市
か
ら
出
さ
れ
る
テ
ー
マ

　

と
仕
様
書
な
ど
を
基
に
、
市
内
の
市
民

　

活
動
団
体
な
ど
が
、
自
ら
の
自
由
な
発

　

想
で
企
画
立
案
し
、
運
営
し
て
い
た
だ

　

く
提
案
公
募
型
の
事
業
で
、
次
の
要
件

　

に
該
当
す
る
も
の

①
市
内
で
実
施
す
る
事
業
で
、
広
く
市
民

　

に
も
還
元
さ
れ
る
事
業
で
あ
る
こ
と

②
市
や
ほ
か
の
機
関
な
ど
へ
の
要
望
や
既

　

に
助
成
を
受
け
て
い
る
事
業
で
な
い
こ

　

と
③
提
案
団
体
の
運
営
費
や
備
品
な
ど
財
産

　

の
取
得
を
目
的
と
し
て
い
な
い
こ
と

▼
テ
ー
マ
名

①
地
域
防
災
力
の
向
上

②
ゴ
ミ
減
量
化
に
よ
る
地
球
温
暖
化
対
策

　

の
推
進

③
高
齢
者
・
障
害
者
世
帯
の
生
活
支
援

ふ
る 

さ
と

も　

 

り

▲もちつきで三世代交流を行った
「大島村青年団」

▲各種団体の交流拠点にするため、熊澤家を改修した「庭を守る会」

◎
募
集
期
間　

４
月
１
日（
木
）〜
30
日（
金
）

○
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
５

　

人
以
上
で
組
織
さ
れ
た
団
体
で
、
次
の

　

要
件
に
該
当
す
る
も
の

※

営
利
団
体
で
あ
っ
て
も
事
業
内
容
が
公

　

益
的
な
場
合
は
可

①
年
間
の
活
動
計
画
が
明
確
で
あ
る
こ
と

②
申
請
団
体
が
既
存
団
体
の
下
部
組
織
で

　

あ
る
場
合
は
、
当
該
事
業
に
お
い
て
上

　

部
組
織
か
ら
助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ

　

と
③
対
象
事
業
が
国
、
県
お
よ
び
そ
の
他
の

　

団
体
な
ど
か
ら
助
成
を
受
け
て
い
な
い

　

こ
と

○
補
助
額　

５
０
０
万
円
以
内（
１
団
体

　

当
た
り
）
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平
成
22
年
度
の
補
助
事
業
募
集

改修前 改修後

　

補
助
事
業
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。
具
体
的
な
募
集
要
項
や
応
募
様
式
な

ど
は
、
企
画
課
お
よ
び
各
支
所
、
各
出
張

所
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

▲ボランティアガイド養成のため、
平戸学検定の講習会を開催した
「NPO法人平戸観光ウェルカムガイド」

○
選
定
方
法　

事
業
の
選
定
は
、
申
請
団

　

体
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実

　

施
お
よ
び
生
き
活
き
ま
ち
づ
く
り
推
進

　

委
員
会
に
よ
る
審
査
で
決
定
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課
協
働
ま
ち
づ
く
り
班

　
（
内
線
２
３
３
３
）



４月から市の４月から市の組織再編組織再編によるによる部制部制導入を実施導入を実施４月から市の組織再編による部制導入を実施

【特集】【特集】【特集】

　市民ニーズをより的確に把握し、縦割り行政から課の垣根を越えた横断的な行政への転換を図る
ために、4月1日からこれまでの課をまとめる部を設置する組織変更を行いました。
　基本的に課の業務は、これまでと変わりませんので、申請や相談などの窓口が変わることはありま
せん。　
※一部、課の名称変更や他課へ移管する業務もあります。

　

行
政
組
織
の
あ
り
方
は
、
市
民
に
と
っ

て
分
か
り
や
す
く
、
利
便
性
の
高
い
も
の

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
行
政

側
の
一
面
的
な
都
合
に
よ
る
縦
割
り
で
あ
っ

て
は
な
ら
ず
、
常
に
市
民
の
目
線
で
物
事

を
捉
え
、
複
雑
な
社
会
情
勢
や
多
様
化
す

る
価
値
観
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
組
織
体

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
１
月
か
ら

は
市
長
公
室
を
設
置
し
、
４
月
か
ら
は
部

制
導
入
を
行
な
い
ま
し
た
。
部
制
に
つ
い

て
は「
屋
上
屋
を
重
ね
る
」、「
３
万
人
規

模
の
自
治
体
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
」な
ど

の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
十
分
に
行
財

政
改
革
に
も
資
す
る
制
度
と
し
て
導
入
い

た
し
ま
し
た
。

　

平
戸
市
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
課
の

範
囲
を
超
え
た
幅
広
い
政
策
実
現
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
部
制
導
入
は
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
職
員
の
意
識
改
革
、
そ
し

て
行
革
効
果
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
財
源
を

有
効
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
福
祉

の
向
上
や
地
域
活
性
化
に
欠
か
せ
な
い
、

重
要
な
柱
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Top Interview

平戸市長　
    黒田　成彦

市
民
の
み
な
さ
ん
の
利
便
性
を

高
め
る
た
め
の
部
制
導
入

部制部制導入でどう変わる市役所の導入でどう変わる市役所の仕事仕事部制導入でどう変わる市役所の組織
　ここでは、組織再編による部制導入への疑問について
お答えします。
Ｑ１　導入の狙いは何？
Ａ．　今までの行政組織は、30の課がありましたが、
　　同種の課を束ねる17の部を設置しました。　　　
　　　このことにより、縦割りの組織でなく、幅広い政
　　策展開と課を越えた連携が強化されます。
　　　また、部を設置することにより、市民のみなさん
　　が複数の課で行っていた相談などが一つの部で対
　　応できるなどの効果があります。
　　
Ｑ２　部長職が17人、課長職が34人だと、管理職が
　　増え、加えて、部長の給料が上がるのでは？
Ａ．　部制導入に当たっては、行財政改革を実現するこ
　　とも狙いの一つです。部長の給料や管理職手当は、   
　　旧課長と同じとし、新課長は旧課長補佐と同じ給与
　　に格付けしましたので、部長になったからといって
　　給料が上がる人はいません。
　　　逆に、課長補佐制度を廃止しましたので、管理

特集･組織再編

まちづくりを実践する新しい組織がスタートしますまちづくりを実践する新しい組織がスタートしますまちづくりを実践する新しい組織がスタートします

■部制導入の効果により管理職の数を削減

　　職の数は、平成24年度には3分の1ほど減る予定
　　となり、その時点で行革効果として、年間２億
　　2,600万円の節減となります。
Ｑ３　マニフェストで提示した「副市長の1人制」および
　　生月・大島自治区の特別職の区長を廃止したことに
　　よる人件費の削減効果は？
Ａ．　副市長を2人から1人に、特別職の区長2人を廃
　　止したことにより、年間約2,800万円の削減となり
　　ます。　　　
　　　また、副市長は4年ごとに退職金約860万円、
　　区長は2年ごとに１人あたり約230万円の退職金を
　　受け取ることになりますが、これも必要なくなります。
Ｑ４　組織の見直しはこれで終わりでしょうか？
Ａ．　市役所の組織は、常に効率性が求めらています。
　　　また、その時代ニーズなどに合わせて流動的で
　　すので、これで組織の見直しが終わりということは
　　ありません。平成22年度は、部制導入の経過を見
　　ながらさらに細部にわたる検討を行い、機能的で、
　　行財政改革につながる組織の見直しを実施します。

※以後、毎年2億2,600万円の※以後、毎年2億2,600万円の
　削減効果が実現！　削減効果が実現！

■３月31日現在管理職数

課長職
30人

主幹
4人

（管理職手当12%）

計6969人計78人 計69人

■平成24年４月１日管理
　職数（計画人数）

部長職

（管理職手当12%）

（管理職手当8%）

課長職

計5151人計51人

2727人削減人削減27人削減

⇒⇒ ⇒計78人⇒

■４月１日現在管理職数

参事監
17人

課長職
25人

部長職
17人

（管理職手当12%）

（管理職手当８%）

課長補佐職
44人

●部長を新設し課長補佐を廃止します。
●管理職には、上記のほかに、特定の事
　項を担当する参事などがあります。
●理事、政策監および参事監は特定の重
　要事項を担当します。
●管理職数は、教育委員会の出先など一
　部省略しています。

理事、政策監
11人

（うち課長兼務7人）
（管理職手当９～10％）

（管理職手当９%）

（管理職手当８%）

（管理職手当７%）

34人

17人

※以後、毎年2億2,600万円の
　削減効果が実現！
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　現在の課単位の組織から、関係する部門が束ねられた部単位の組織にな
ることで、課を越えた連携が強化されます。縦割りの組織から横断的な行政
への転換を促進させます。
　例えば、福祉関係３課を束ねる福祉保健部長を置くことで、福祉と保健の
連携が強化され、住民サービスがより向上するなどの効果が表れます。
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◎本庁組織

部　名 課　名 主な業務内容

要望陳情、広聴、移動市長室、重要施策の推進、国際交流、嘱託員
および自治会、広報紙の発行、秘書など

市議会の招集、議案の調整、条例・規則などの審査、市民相談、防災、
国民保護、職員給与支給、人事管理、共済組合業務など

総合計画、協働によるまちづくり、地域づくり活動支援、交通政策、
情報システム管理、地上波デジタル放送対策、統計など

予算の編成、地方交付税、財政計画、工事・物品等にかかる指名・入札・
契約、普通財産の取得・処分・管理など

戸籍、住民基本台帳、印鑑登録、埋火葬許可、外国人登録、廃棄物処理、
指定ごみ袋、浄化槽補助金、犬の登録、交通安全、防犯など

市税申告・確定申告、固定資産税、市民税・軽自動車税・国民健康
保険税納税組合、滞納処分、市税の証明など

民生委員、障害者福祉、生活保護、児童福祉、子ども手当、母子・
父子福祉、保育園、福祉医療、原爆被爆者擁護、戦没者遺族等擁護
など

介護保険、高齢者福祉、老人クラブ、敬老・長寿祝金、国民健康保険、
後期高齢者医療、国民年金など

特定健康診査・特定保健指導、予防接種、母子保健、がん検診、介護予防、
食育、高齢者権利擁護など

観光宣伝、特産物の奨励、温泉施設管理、自然公園の維持管理など

商工業の振興、企業誘致および立地推進、地場企業の振興など

農業振興、畜産振興、有害鳥獣対策、造林・緑化推進、鳥獣保護、
農地等災害復旧事業、農道・ため池など

水産振興、漁場・漁港施設の整備、漁港施設の災害復旧事業、漁港
区域内の占用・使用許可・プレジャーボート係船許可など

総務課　

企画課

財政課

市民課

税務課

福祉課
（福祉事務所）

長寿保険課
（旧保険福祉課）

保健センター

観光物産振興課
（旧観光商工課）

商工振興課
（旧観光商工課）

農林課

水産課

部　名 課　名 主な業務内容

建設部

会計管理者

水道局

消防本部

教育委員会
事務局

議会事務局

選挙管理委員会事務局

監査委員事務局

農業委員会事務局

病院局（平戸市民病院・生月病院）

市道の新設・改良・維持・原材料支給、急傾斜地崩壊対策事業、公共
土木施設災害復旧事業（道路・河川）・河川災害復旧事業、国土調査事
業など

公営住宅、都市計画事業、都市公園、景観計画事業、まちづくり事業、
港湾事業、港湾区域内の占用・使用許可・プレジャーボート係船許可
など

予算支出の審査・指導、市有物品管理、指定金融機関との連絡調整

水道水の供給、水道施設の維持管理、水道施設の新設・改良事業など

消防団、危険物施設許認可、火災原因・損害調査業務、消防、救急、
救助業務など

教育委員会、学校予算全般、学校施設の建設・管理、学校給食、教員住宅、
就学援助、奨学資金、遠距離通学対策など

小・中学校の指導（教育内容・人事事務ほか）、児童生徒教育相談、特
別支援教育相談、ＡＬＴ（英語指導助手）派遣、学校図書館、児童生徒・
教職員の保健事務など

生涯学習・社会教育・社会体育の推進、社会教育・体育施設の維持管
理など

世界遺産登録、文化振興、文化財調査・保護、和蘭商館復元など

本会議・委員会などの運営、議会中継、議会広報紙の発行、請願など
の受理など

各種選挙事務、選挙管理委員会事務局など

定期・臨時・行政等監査、公平委員会事務局など

遊休農地対策、農地の権利移動・設定・転用など

診療、健康増進、疾病予防、リハビリテーションなど

建設課
（旧国土調査課を統合）

都市計画課

会計課

教育総務課
（旧庶務課） 

学校教育課

生涯学習課

文化遺産課 

◎支所組織
部　名 課　名 主な業務内容

協働によるまちづくり推進、嘱託員および自治会、地域協議会事務局、
戸籍・税・国保・年金・福祉などの総合窓口、環境衛生など

公共施設の維持管理、各種イベント事業、農林水産、公営住宅など
の届出受付、相談業務など

社会教育・体育の推進、教育・体育施設の維持管理、文化振興など

市民協働課

産業建設課

教委分室

各支所
(生月支所）
（田平支所）
（大島支所）

部制部制導入による新たな　　　　導入による新たな　　　　

　　　　　　　　　　　　行政組織体制　　　　　　　　　　　　行政組織体制
部制導入による新たな　　　　
　　　　　　　　　　　　行政組織体制

特集･組織再編

市長公室

総務部

市民生活部

福祉保健部

観光商工部

農林水産部

効率的・戦略的な行政経営を推進し、効率的・戦略的な行政経営を推進し、
市民サービス市民サービスを最優先にを最優先に
「協働のまちづくり」「協働のまちづくり」を実践します。を実践します。

効率的・戦略的な行政経営を推進し、
市民サービスを最優先に
「協働のまちづくり」を実践します。



平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ

退職者氏名

国土調査課長
農業委員会事務局長
文化遺産課長
田平支所長
国土調査課主幹兼課長補佐
都市計画課主幹（施設担当）
学校教育課主幹兼課長補佐兼指導主事
田平支所産業建設課主幹兼課長
大島支所市民協働課主幹兼課長

旧所属・職名 退職者氏名 旧所属・職名 退職者氏名 旧所属・職名

井 上 　 玄 一
宮 崎 　 利 幸
萩 原 　 博 文
安 田 　 豊
竹 元 　 淸
片 山 　 利 行
高 橋 　 正 伸
青 﨑 　 光 國
吉 住 　 恒 徳

建設課長補佐
会計課長補佐兼出納班長
福祉事務所参事兼総務班長
国土調査課参事兼国土調査班長
生月保育所参事兼保育所長
大島診療所参事兼事務長
消防署副署長兼第１係長
消防本部消防団係長

白石　守男
平野　加代子
宮﨑　幸子
松山　茂吉
中山　文子
石見　清一
北島　清次
石田　正

加 藤 　 満 好
林田　はつえ
末 永 　 宗 昭
永 田 　 健 治
柴 田 　 真 一
隈 　 秀 敬
松 瀨 　 康 子
堤 　 竜 二

消防本部予防係長
平戸市民病院外来看護班看護師主任
生月支所市民協働課主査
学校教育課指導主事
消防署田平出張所副所長
消防署田平出張所分隊長
中部中学校用務員
平戸市民病院医師

　２月27日、平戸市森林組合（宝亀町）で、第２回平戸市育樹祭が、
10組23人の親子が参加して開催されました。市木のマキ20本
を宝亀町の森林公園に植樹した後、スギとヒノキの間伐材を使っ
た木工教室を開催。講師の指導のもと、のこぎりやカンナかけな
どの作業を親子で協力して行い10脚の椅子が完成しました。
　ほかにも、ネイチャーゲームやしいたけ試食のバーベキューも
行い、親子で森や木に親しむ楽しい１日を過ごしました。

　4月1日からの平戸・生月大橋の通行料無料化を記念し、市内
の観光有料施設5施設を無料開放します。ぜひこの機会に、平戸
の歴史や文化の魅力を伝える施設にご来場ください。
○無料開放日　平成22年4月の土日祝日（9日間）
○対象施設　　平戸城、松浦史料博物館、平戸市切支丹資料館、
　　　　　　　生月町博物館「島の館」、たびら昆虫自然園
○お問い合わせ　観光物産振興課観光振興班　☎内線2272

平戸・生月大橋無料化記念で観光施設を無料開放！ みんなで育てよう！未来の緑を

新役職名 氏　　名 旧所属・職名新役職名 氏　　名 旧所属・職名

お知らせ 職員の人事異動をお知らせします
－平成22年４月１日付（係長職以上）－ 問総務課人事班　☎内線2317

戸 田 幾 嘉
小 川 茂 敏
山 口　龍一郎
山野上　和　則
岡 　 恭 市

村 田 範 保
度 嶋   悟
池 田 修 二
山 川 政 幸

森 川 祐 輔
久保田　　　豊
林 　 誠
田 口 和 義
松 本 幸 盛

平 松 貫 治
田 中 弘 樹

田 島 元 一
松 山 久 與

吉 村 　 藤 夫
冨 岡 末 仁
岩 永 耕 一

桝 田 俊 介
川 渕 　 宏
田 中 和 広

田 代 久 光

里 見 博 明
楠 富 　 誉
立 石 哲 也
藤 澤 茂 則
尾 﨑 利 美
大 浦 　 貢

佐々木　信 二
深 江 明 美
横 山 勇 記
松 山 恵 美
峯 野 正 博

岡 部 輝 幸
石 田 宏 明
堤 　 幸 子
小 川 聖 子

永 田 米 吉
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松 田 範 夫

村 田 　 勝
近 藤 善 弘

加 藤 栄 一
白 石 二 也
掛 屋 信 子

川久保　喜市
松 尾 国 夫

松 山 稲 敏
宮 島 道 幸
百 枝 史 朗
大 浦 久 典
村 井 　 晃
山 下 　 実
諸 藤 秀 法

染 川 勝 英
岩 井 正 勝
矢 田 大 輔

松 本 正 治
山 浦 直 美
末 吉 直 幸

白 鞘 敏 夫
石 橋 国 弘
畑 原 芳 文
川 上 利 之
松 本 哲 朗

末 永 　 寛
近 藤 正 己

山　口　　　均
本 村 哲 雄
西　　　寿　代

濵 﨑 吉 男
尾 﨑 浩 一

石 原 賢 次

大 浦 啓 一
浦 辺 信 好

濵 田 裕 孝

川 口 　 敬

総務部

　総務課

　企画課

　財政課

市民生活部

　市民課

　税務課

福祉保健部

　福祉課

　長寿保険課

　保健センター

観光商工部

　観光物産振興課

　商工振興課

農林水産部

　農林課

　水産課

建設部

　建設課

　都市計画課

会計課

水道局

　生月分室

監査委員事務局

選挙管理委員会事務局

農業委員会事務局

部長兼選挙管理委員会事務局長
理事(行革推進担当)
理事兼企画課長
理事兼財政課長
理事(契約管財担当)

課長
参事監(行政担当)
行政班長
人事班長

参事監(企画調整担当)
政策企画班長
情報統計班長
情報統計班係長
協働まちづくり班長

参事監(財政担当)
財政班長

部長
理事兼税務課長

課長
参事兼環境交通班長
環境交通班係長

参事監(滞納対策担当)
参事監(課税担当)
住民税班長

部長兼福祉事務所長

課長
参事監(生活福祉担当)
総務班長
生活福祉班長
子育て支援班長
障害福祉班長

課長
参事監(長寿福祉担当)
介護保険班長
介護保険班係長
国保年金班長

事務長
在宅高齢者支援班長
健康づくり推進班長
保健サービス班係長

部長

理事兼観光物産振興課長

観光振興班長
物産振興班長

課長
参事監(企業立地推進担当)
商工労政班長

部長
理事兼水産課長

課長
参事監(事務担当)
参事兼農務班長
農務班係長
農林整備班長
農林整備班係長
農林整備班係長

参事監(水産振興担当)
水産振興班長
水産振興班係長

部長
理事兼都市計画課課長
政策監(まちづくり担当)

課長
参事監(事務担当)
参事監(国土調査担当)
参事兼道路班長
国土調査班長

参事監(事務担当)
総務住宅班長

会計管理者兼会計課長
参事監(審査担当)
会計班長

参事監(事務担当)
給水班係長

水道班長

事務局長
次長

次長

事務局長

総務課長
市長公室主幹(行革管理担当)
生涯学習課長
選挙管理委員会事務局長
監査委員事務局長

総務課長補佐兼人事班長
総務課長補佐兼行政班長
総務課行政班係長
総務課主査

企画課長補佐兼地域振興班長
企画課企画調整班長
企画課地域振興班係長
企画課情報化推進班長
水産課水産振興班係長

財政課長補佐兼財政班長
財政課財政班係長

財政課長
税務課長

北松北部環境組合次長
生月町衛生センター所長
市民課環境交通班長

企画課長補佐兼観光商工課長補佐
税務課長補佐(課税担当)
生涯学習課生涯学習推進班係長

保険福祉課長

田平支所市民協働課長
福祉事務所次長
田平支所市民協働課市民班長
福祉事務所生活福祉班長
福祉事務所子育て支援班長
福祉事務所障害福祉班長

保険福祉課長補佐(離島医療担当)
北部給食共同調理場事務長
保険福祉課介護保険班長
保険福祉課介護保険班係長
保険福祉課国保年金班長

保健センター次長(包括支援センター担当)
保健センター福祉サービス班係長
保健センター保健サービス班係長
福祉事務所障害福祉班係長

企画課長

観光商工課長

観光商工課観光班長
観光商工課商工物産班長

観光商工課長補佐
観光商工課長補佐兼企業立地対策室長
南部出張所係長

長崎県農林部参事監（農林業振興担当）
水産課長

農林課長補佐
庶務課長補佐兼施設給食班長
農林課参事(営農担当)
農林課主査
農林課耕地班係長
農林課林務班長
田平支所産業建設課産業建設班係長

水産課長補佐兼観光商工課長補佐
水産課総務班長
水産課水産振興班長

建設課長
都市計画課長
水産課主幹兼課長補佐

都市計画課長補佐(まちづくり担当)
生月支所産業建設課長
税務課長補佐兼滞納対策室長
農林課耕地班長
国土調査課主査

都市計画課長補佐兼総務住宅班長
都市計画課総務住宅班係長

ふれあいセンター主幹兼館長
会計課長補佐兼審査班長
文化遺産課和蘭商館復元推進班長

水道局次長
水道局生月分室水道班長

水道局給水班係長

農林課長
南部公民館長

生月支所市民協働課課長

農林課長補佐兼観光商工課長補佐

新役職名 氏　　名 旧所属・職名新役職名 氏　　名 旧所属・職名

松 田 隆 也
守 山 育 範
田 中 義 則
松 本 昇 堅
内 海 　 徹

岡 　 康 則
横 山 　 晴
石 田 篤 男
田 﨑 大 二

田 中 広 明
森 嵜 眞 悟
木 寺 　 剛
曽 川 和 則

氏 田 善 也
平 松 繁 己
鴨 川 恵 介
今 村 達 也

橋 口 幹 生

大 石 典 史
横 山 厚 子
濱 田 頼 子
井 手 千 雪
赤 木 誠 治
山 浦 和 子
岳 下 京 子
中 野 裕 子
年 徳 裕 美

末 永 久 美
松 本 千 信
杉　村　つぎみ

川 口 智 和
本 山 繁 治
松 山 幹 夫
大 石 宇 一
大 浦 忠 彦
篠 田 修 一

川 村 茂 実

西 岡 正 幸

真 辺 　 毅

内 山　久実夫

村 瀬 惣 治
宮 﨑 正 則

舩 原 正 司

中 村 幸 一

前 田 洋 志
金子　亜貴子

松 本 和 之
藤 山 　 定
大 浦 雄 二

永 田 郁 郎

久保田　博　子
田 島 洋 子

田 中 一 裕

久 家 啓 史

松 元 明 信

浅 田 秀 樹

工 藤 大 介

近 藤 　 晃

村 川 　 宏

江 口 浩 幸

山 見 弘 幸

石 丸 至 子

松 永 健 治

教育委員会

教育総務課

学校教育課

生涯学習課

文化遺産課

平戸市民病院

生月病院

消防本部

消防署

　消防署中津良出張所

生月支所

　生月支所市民協働課

　生月支所産業建設課

田平支所

　田平支所市民協働課

　田平支所産業建設課

大島支所

　大島支所市民協働課

　大島支所産業建設課

中部出張所

南部出張所

長崎県派遣

大島診療所

南部公民館

教育委員会田平分室

教育委員会大島分室

舘浦出張所

生月保育所

生月町衛生センター

教育次長
理事兼学校教育課長
理事兼ふれあいセンター館長
政策監兼教育委員会生月分室長
政策監兼教育委員会田平分室長

課長
参事監(給食担当)兼給食共同調理場事務長
総務施設班長
総務施設班係長

参事監兼指導主事
参事監兼指導主事
参事兼指導主事
参事兼指導主事

課長
参事監(国体担当）
生涯学習推進班係長
スポーツ振興班長

課長

総技師長
看護師長兼外来看護班長
看護師長兼療養病棟看護班長
看護師長兼地域連携班長
総務班長
外来看護班看護師主任
一般病棟看護班看護師主任
療養病棟看護班看護師主任
リハビリテーション班長

看護師長兼外来看護班長
看護師長兼一般病棟看護班長
一般病棟看護班看護師主任
　
庶務係長
消防団係長
予防係長
危険物係長
警防係長
救急救助係長

副署長兼第１係長

副署長兼第２係長

所長

支所長

課長
参事兼市民班長

課長

支所長

課長
市民班長

課長
産業建設班長
産業建設班係長

支所長

課長
福祉保健班長

産業建設班係長

参事監兼次長

係長

係長

事務長

館長

係長

係長

参事監兼所長

所長兼山田保育所長兼山田児童館長

係長

庶務課長
学校教育課長
福祉事務所長
教育委員会生月分室主幹兼分室長
教育委員会田平分室主幹兼分室長

財政課長補佐兼契約管財班長
中南部給食共同調理場事務長
総務課人事班係長
生月支所市民協働課市民班長

学校教育課主幹兼指導主事
学校教育課主幹兼指導主事
中野中学校教頭
長崎大附属小学校教諭

生涯学習課長補佐兼スポーツ振興班長
中部出張所次長
平戸市民病院総務班長
生涯学習課スポーツ振興班係長

文化遺産課長補佐兼和蘭商館復元推進室長

平戸市民病院総技師長兼リハビリテーション班長
生月病院看護師長兼一般病棟看護班長
平戸市民病院看護師長兼外来看護班長
平戸市民病院一般病棟看護班看護師主任
庶務課総務班長
平戸市民病院一般病棟看護班看護師主任
平戸市民病院主任
生月病院一般病棟看護班看護師主任
平戸市民病院理学療法士

平戸市民病院看護師長兼療養病棟看護班長
生月病院看護師長兼外来看護班長
平戸市民病院療養病棟看護班看護師主任

消防本部庶務主任
消防署副隊長
消防署中津良出張所副所長
消防署中津良出張所分隊長
消防本部救急救助係長
消防署副隊長

消防署副署長兼第２係長

消防署中津良出張所所長

消防本部警防係長

会計管理者兼会計課長

文化遺産課長補佐(世界遺産担当)
舘浦出張所長

企画課長補佐兼地域協働推進室長兼地域協働推進班長

市民課長

税務課参事兼住民税班長
田平支所市民協働課市民班係長

田平支所産業建設課参事兼産業建設班長
国土調査課国土調査班係長
建設課道路班長

保健センター事務長

大島支所市民協働課長補佐兼福祉保健班長
大島支所産業建設課産業建設班係長

教育委員会田平分室係長

監査委員事務局次長

選挙管理委員会事務局係長

農林課農務班長

財政課参事兼契約管財班係長

建設課長補佐

保健センター福祉サービス班長

大島診療所係長

保険福祉課長補佐兼長寿福祉班長

山田保育所長兼山田児童館長

市民課環境交通班係長

松浦史料博物館



平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ
　

軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
税
務
課
住
民
税
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
４
８

　

ハ
イ
チ
地
震
災
害
義
援
金
の
ご
報
告

　　
　
　
　
　
　
　
　

        

問
福
祉
課
総
務
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

        

☎
内
線
２
５
６
３

　

川
内
峠
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　

セ
ン
タ
ー
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　　
　
　
　
　

問
観
光
物
産
振
興
課
観
光
振
興
班

　　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
７
４

　

狂
犬
病
予
防
注
射
と
畜
犬
登
録
の

　

ご
案
内

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
市
民
課
環
境
交
通
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
２
７

　
「
臨
時
延
長
窓
口
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
市
民
課
戸
籍
住
民
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
２
２

　

固
定
資
産
税
の
第
１
期
納
期
限
を

　

５
月
末
に
統
一
し
ま
す

　　
　
　
　
　
　
　
　

問
税
務
課
固
定
資
産
税
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
５
０

募　

集

　

４
月
か
ら
郵
便
局
で
市
税
な
ど
の

　

納
付
が
で
き
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

問
会
計
課
会
計
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

☎
内
線
２
５
１
２

　

平
成
22
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
が

　

か
わ
り
ま
す

　　
　
　
　
　
　
　
　

問
長
寿
保
険
課
国
保
年
金
班

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
９
２

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用
者

　

負
担
額
が
変
わ
り
ま
す

　　
　
　
　
　

問
福
祉
課
障
害
福
祉
班

　
　
　
　
　
　

☎
内
線
2
5
6
4
〜
2
5
6
6

　
「
食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座
」

　

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

　
　

申
・
問
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
づ
く
り
推
進
班

　
　
　
　
　

☎
28
ー
1
0
0
0

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

　

加
入
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　

申
・
問
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

　
　
　
　
　

         

☎
内
線
２
６
２
５

　

４
月
か
ら
戸
別
所
得
補
償
制
度
モ
デ
ル

　

対
策
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　　
　
　
　
　
　

                

問
農
林
課
農
務
班

　　
　
　
　
　
　
　

                

☎
内
線
2
2
6
1

○
申
請
期
間　

平
成
22
年
度
納
税
通
知
書
到
着

　

後
〜
５
月
24
日(

月)

○
申
請
場
所　

税
務
課
住
民
税
班
、
各
支
所
市

　

民
協
働
課
、
各
出
張
所

　

低
所
得（
市
町
村
民
税
非
課
税
）の
障
害
者

な
ど
に
つ
き
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
補
装
具

に
か
か
る
利
用
者
負
担
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
施
設
に
入
所（
通
所
）し
て
い
る

場
合
の
食
費
な
ど
の
実
費
分
負
担
に
つ
い
て
は

こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
現
在
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人

で
負
担
額
が
変
更
に
な
る
人
に
は
、
新
し
い
受

給
者
証
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。 

　

食
料
自
給
率
の
向
上
を
目
指
し
、
水
田
に
お

け
る
生
産
拡
大
を
促
す
対
策
と
、
恒
常
的
に
赤

字
に
陥
っ
て
い
る
米
に
対
し
て
補
て
ん
す
る
対

策
が
、
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

○
水
田
利
活
用
自
給
力
向
上
事
業

　
　

水
田
で
麦
・
大
豆
・
飼
料
作
物
な
ど
戦
略

　

作
物
を
生
産
販
売
す
る
農
家
・
集
落
営
農
の

　

皆
さ
ん
に
、
作
付
面
積
に
応
じ
た
支
援
を
行

　

い
ま
す
。

○
米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業

　

川
内
峠
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
が
改
修
工
事
を
終
え
、
新
た
に
ス
ロ
ー
プ

園
路
や
多
目
的
ト
イ
レ
を
設
置
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
配
慮
し
た
施
設
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
が
快
適
に
利
用
で

き
る
よ
う
、
大
切
に
使
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
改
修
工
事
は
、
宝
く
じ
の
宣
伝

普
及
を
目
的
に
、（
財
）日
本
宝
く
じ
協
会
か
ら

費
用
の
一
部
助
成
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額

１
５
，
１
０
０
円
で
す
。
国
民
年
金
に
は
、
年

度
内
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め
る
こ
と
の
で

き
る
全
期
前
納
制
度
な
ど
、
納
付
方
法
に
よ
っ

て
お
得
な
割
引
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

身
体
に
障
害
な
ど
が
あ
る
人
に
対
す
る
軽
自

動
車
税
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。
障
害
者
手

帳
な
ど
を
お
持
ち
の
人
で
、
一
定
の
要
件
に
該

当
す
る
人
は
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

生
産
調
整
実
施
者
か
つ
水
稲
共
済
加
入
者

　

を
対
象
者
と
し
て
共
済
細
目
書
な
ど
の
申
告

　

面
積
に
基
づ
き
一
律
10
ア
ー
ル
当
た
り
１
５
，

　

０
０
０
円
を
乗
じ
た
額
が
、
指
定
し
た
口
座

　

へ
、
国
か
ら
直
接
交
付
さ
れ
ま
す
。

※

詳
し
く
は
、
九
州
農
政
局
長
崎
農
政
事
務
所

　

ま
た
は
、
佐
世
保
統
計
情
報
セ
ン
タ
ー
へ
お

　

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

市
で
は
、
カ
リ
ブ
海
地
域
の
ハ
イ
チ
で
発
生

し
た
地
震
の
被
災
地
救
援
の
た
め
、
１
月
19
日

か
ら
２
月
16
日
ま
で
の
間
、
義
援
金
の
受
付
を

行
い
ま
し
た
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
善
意
に
よ

り
集
め
ら
れ
た
義
援
金
は
、
１
３
２
，
４
０
１

円
と
な
り
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
被
災
地

救
援
活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

万
一
に
備
え
て
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
始
め
る

前
に
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

○
対　

象　

５
人
以
上
で
活
動
を
行
う
ス
ポ
ー

　

ツ
チ
ー
ム
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
。

※

学
校
管
理
下
に
お
け
る
活
動
は
対
象
と
な
り

　

ま
せ
ん
。

○
掛　

金　

６
０
０
円
〜
１
，
６
０
０
円（
年

　

額
）

　　

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座
を
受
講
し
、

地
域
で
活
動
で
き
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

食
生
活
改
善
推
進
員
と
は
、『
私
た
ち
の
健

康
は
、
私
た
ち
の
手
で
』を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

食
育
や
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
食
生
活
の

習
慣
化
を
目
標
と
し
た
、
地
域
の
健
康
づ
く
り

を
推
進
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

○
と　

き　

平
成
22
年
４
月
か
ら
約
２
年
間　

　
（
約
２
か
月
に
１
回
の
講
座
）

○
と
こ
ろ　

地
区
公
民
館
な
ど

○
内　

容　

食
生
活
を
中
心
と
し
た
健
康
づ
く

　

り
講
座
・
調
理
実
習

○
募
集
人
員　

30
人（
先
着
順
）

○
対　

象　

成
人
女
性

○
受
講
料　

無
料

○
申
し
込
み
方
法　

４
月
30
日（
金
）ま
で
に

　

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。

　

平
成
21
年
度
ま
で
の
固
定
資
産
税
の
第
１
期

納
期
限
は
、
３
年
に
１
回
の
評
価
替
年
度
が
５

月
末
、
そ
の
ほ
か
の
年
度
が
４
月
末
で
し
た
。

　

年
度
に
よ
っ
て
納
期
限
が
変
わ
る
こ
と
に
よ

り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
混
乱
す
る
こ
と
を
防

ぐ
た
め
、
平
成
22
年
度
か
ら
第
１
期
納
期
限
を

５
月
末
に
統
一
し
ま
し
た
。

○
固
定
資
産
税
の
第
１
期
納
期
限

　

平
成
22
年
５
月
31
日（
月
）

※

固
定
資
産
税
の
納
付
書
は
、
５
月
中
旬
に
発

　

送
し
ま
す
。

　

市
税
な
ど
の
納
付
が
、
九
州
内（
沖
縄
県
を

除
く
）の
郵
便
局
で
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

○
納
付
で
き
る
も
の　

　
　

市
税
、
料
金
な
ど
で
納
付
場
所
と
し
て
郵

　

便
局
が
記
載
さ
れ
て
い
る
納
付
書（
市
県
民

　

税
、
固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
軽

　

自
動
車
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医

　

療
保
険
料
、
保
育
料
、
住
宅
使
用
料
、
水
道

　

使
用
料
な
ど
）

※

納
税
組
合
は
、
郵
便
局
で
納
付
す
る
こ
と
は

　

で
き
ま
せ
ん
。

　

転
勤
な
ど
で
異
動
が
多
い
こ
の
時
期
、
昼
間

忙
し
く
て
来
庁
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
臨
時

に
市
民
課
窓
口
業
務
の
受
付
時
間
を
延
長
し
ま

す
。
各
種
証
明
書
の
交
付
ほ
か
、
転
入
・
転
出

届
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
延
長
期
間　

４
月
９
日(

金)

ま
で

※

た
だ
し
、
土
日
を
除
く
。

○
延
長
時
間　

午
後
５
時
15
分
〜
午
後
７
時

○
取
扱
窓
口　

本
庁
市
民
課

　

予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
民
課
取

扱
い
事
務
に
限
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
人
確
認
の
た
め
運
転
免
許
証
ま
た

は
保
険
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
人
お
よ
び
世
帯
主
以
外
の
人
が
住

所
変
更
な
ど
、
手
続
き
の
内
容
に
よ
っ
て
、
委

任
状
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

　

な
お
、
動
物
病
院
で
も
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
予
防
接
種
を
必
ず
受
け
て
く
だ
さ

い
。

○
実
施
日
程

　

４
月
中
旬　

平
戸
地
区（
度
島
除
く
）

　

４
月
下
旬　

生
月
・
大
島
・
度
島
地
区

　

５
月
中
旬　

田
平
地
区　
　

※
詳
し
い
場
所
と
時
間
は
、
班
回
覧
に
て
ご
確

　

認
く
だ
さ
い
。

○
費
用

　

▼
新
規
登
録
の
場
合　

６
，
０
５
０
円

　

▼
登
録
済
み
の
場
合　

３
，
０
５
０
円
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速い！

簡単!!

便利!!!

お使い道自由！
けんみんのフリーローン！

保証人不要
※当商品は保証会社の審査がございます。詳しくは店頭に説明書、チラシをご用意しております。
※各種ご預金、ご融資のご相談も承っております。

はやはや
わざわざ

はや
わざ

0120-0892-61
平戸支店
※土日祝祭日もご相談をお受けしております。詳しくは電話、又は店頭窓口へお尋ね下さい。

■「やらんば！平戸」
　応援寄附金

○匿名希望　１名　10万円
　平成22年３月16日現在
　28件　2,400,000円
ご協力ありがとうございました。

■ひらどふれあい福祉基金へ
○岩の上　平野　加代子
○鮎川町　宮崎　幸子

※敬称略
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平
戸
で
生
ま
れ
た
英
雄
、
鄭
成
功
の
遺
徳
を

偲
び
、そ
の
功
績
を
顕
彰
す
る
た
め
、「
鄭
成
功
」

ゆ
か
り
の
地
を
訪
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
台
湾

と
の
交
流
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
と　

き　

４
月
26
日（
月
）〜
29
日（
木
）

　

３
泊
４
日

○
行　

程　

▼
１
・
２
日
目　

台
北
視
察

▼
３
日
目　

台
南
視
察

▼
４
日
目　

鄭
成
功
祖
祭
典
へ
参
加

○
募
集
人
員　

30
名（
先
着
順
）

○
参
加
条
件　

訪
問
終
了
後
に
レ
ポ
ー
ト
を
提

　

出
す
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

○
旅
行
代
金　

１
２
５
，
０
０
０
円

※

旅
行
代
金
の
ほ
か
、
旅
券（
パ
ス
ポ
ー
ト
）を

　

お
持
ち
で
な
い
人
は
、
そ
の
取
得
に
か
か
る

　

費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
応
募
方
法　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

▼
Ｆ
Ａ
Ｘ　

23-

８
６
０
１

　　

シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど
で
は
、
次
の
と
お
り
ス

イ
ミ
ン
グ
教
室
の
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室

　

美
容
、
健
康
づ
く
り
に
水
泳
で
全
身
運
動
を

し
ま
せ
ん
か
？
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
で
は
、
水

の
抵
抗
や
浮
力
を
利
用
し
て
、
健
康
の
保
持
、

増
進
、
生
活
習
慣
病
な
ど
の
予
防
を
か
ね
て
水

中
運
動
を
行
い
ま
す
。

○
対　

象　

18
歳
以
上
の
男
女

○
曜　

日　

毎
週
火
・
水
・
木
曜
日

○
時　

間　

各
１
時
間

○
用　

具　

水
着
、
ス
イ
ム
キ
ャ
ッ
プ
、
ゴ
ー

　

グ
ル
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

○
内　

容

▼
小
学
生
・
中
学
生
コ
ー
ス

○
曜　

日　

火
・
水
・
木
・
金
・
土
曜
日

○
時　

間　

各
１
時
間

▼
幼
児
コ
ー
ス（
定
員
各
10
人
）

○
曜　

日　

火
・
水
・
木
・
金
曜
日

○
時　

間　

各
１
時
間

○
期　

間　

第
１
期（
４
〜
６
月
）、第
２
期（
７

　

〜
９
月
）、第
３
期（
10
〜
12
月
）、第
４
期（
１

　

〜
３
月
）

○
料　

金　

週
の
受
講
回
数
に
よ
っ
て
異
な
り

　

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
曜
日
の
営
業
時
間
変
更
に
つ
い
て

○
期　

間　

４
月
〜
６
月
、
10
月
〜
３
月

○
営
業
時
間

▼
変
更
前　

午
前
10
時
〜
午
後
９
時

▼
変
更
後　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
第
９
回
平
戸
お
庭
め
ぐ
り

○
と　

き　

４
月
17
日（
土
）・
18
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

○
と
こ
ろ　

熊
澤
三
郎
記
念
館（
拠
点
会
場
）、

　

志
自
岐
家
、
内
野
家
、
岡
村
家
、
川
谷
家
、

　

大
曲
公
家
、
梅
ヶ
谷
津
偕
楽
園
、
鮎
川
家

▼
大
曲
公
家
お
茶
室
復
元
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

○
と　

き　

４
月
21
日（
水
）午
後
７
時
開
演

　
　
　
　
　

４
月
22
日（
木
）午
後
１
時
開
演

○
と
こ
ろ　

大
曲　

公
宅（
岩
の
上
町
２
９
１
）

○
演　

題　
「
尺
八
・
箏
の
調
べ
と
と
も
に
」

○
演
奏
者　

坂
田　

梁
山（
尺
八
）

　
　
　
　
　

増
田　

厚
司（
箏
）

○
入
場
料　

２
，
５
０
０
円（
お
抹
茶
付
）

※

席
に
限
り
が
あ
り
ま
す
、
事
前
予
約
が
必
要

　

で
す
。夜
に
は
、庭
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　　

神
奈
川
大
学
名
誉
教
授
の
西
和
夫
先
生
を
迎

え
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
講
演
会
と
写

真
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
講
演
会

○
と　

き　

４
月
20
日（
火
）午
後
７
時
〜
午

　

後
８
時

○
と
こ
ろ　

大
曲　

敦
宅（
岩
の
上
町
１
１
７

　

２-

１
）

○
入
場
料　

５
０
０
円（
要
予
約
）

▼
写
真
展
示
会

○
と　

き　

４
月
21
日（
水
）〜
25
日（
日
）午

　

前
10
時
〜
午
後
４
時

○
と
こ
ろ　

大
曲　

敦
宅（
岩
の
上
町
１
１
７

　

２-

１
）

○
入
場
料　

無
料

　

第
９
回
平
戸
お
庭
め
ぐ
り
と
大
曲
公
家
お
茶
室

　

復
元
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
の
ご
案
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
庭
を
守
る
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
22
‐
３
４
0
6

　
「
シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど
」か
ら
各
教
室
受
講
生

　

募
集
と
営
業
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
23
‐
８
３
５
１

　
「
七
つ
の
町
の
、
七
つ
の
ま
ち
づ
く
り
」と
題

　

し
て
講
演
会
と
写
真
展
示
会
を
開
催
し
ま
す

　
　

問
七
つ
の
ま
ち
づ
く
り
写
真
展
示
実
行
委
員
会

　
　
　

☎
22
‐
３
４
１
８

【
平
戸
地
区
】

出
口　

レ
イ 

89
歳 
2
／
4 

山
中

後
藤　

ハ
ツ
エ 

85
歳 
2
／
13 

前
津
吉
浦

谷
本　

仲
一
郎 

83
歳 
2
／
17 

薄
香
越

青
﨑　

サ
ノ
子 

79
歳 
2
／
18 

志
々
伎
浦

吉
武　

米
吉 

90
歳 
2
／
19 

中
の
原

村
井　

謙
一 

90
歳 
2
／
21 

大
久
保

松
永　

亘
巧 

81
歳 
2
／
21 

赤
坂

釣
谷　

昭
敏 

69
歳 
2
／
24 

白
浜

鴨
川　

公
男 

64
歳 
２
／
25 

高
越

畑
原　

モ
モ
ヱ 

81
歳 
2
／
25 

神
崎

丹
澤　
　

美
子 

76
歳 
2
／
27 

築
地
町

烏
山　

喜
志
子 

83
歳 
2
／
27 

鮎
川

平
嶋　

リ
ヱ
ノ 

88
歳 
3
／
1 

薄
香
浦

田
口　

千
惠 

88
歳 
３
／
1 

職
人
町

川
渕　

德
衛 

85
歳 
3
／
1 

宝
亀
第
4

山
口　

市
太
郎 

86
歳 
3
／
4 

下
中
野

木
村　

義
則 

76
歳 
3
／
4 

神
上

満
村　

孝
雄 

90
歳 
3
／
5 

薄
香
浦

中
嶋　

康
雄 

78
歳 
3
／
6 

浦
の
町

小
﨑　

コ
ノ 

97
歳 
3
／
9 

木
ヶ
津
第
2

山
中　

直
彦 

76
歳 
3
／
9 

根
獅
子
第
3

山
口　

宗
一 

82
歳 
3
／
14 

宝
亀
第
4

西
原　

サ
ダ 

85
歳 
3
／
14 

大
志
々
伎

【
生
月
地
区
】

豊
増　

房
市 

81
歳 
2
／
25 

浦
北

川
﨑　

助
幸 

75
歳 
2
／
26 

御
崎

岩
永　

エ
イ
子 

89
歳 
2
／
26 

浦
北

野
口　

リ
サ 

88
歳 
2
／
27 

舘
浦
浜

山
縣　

京
子 

80
歳 
3
／
4 

堺
目

西
田　

一
章 

84
歳 
3
／
9 

舘
浦
屋
敷

【
平
戸
地
区
】

宅
島　

颯
介 

大
尭 

下
大
垣

綾
香　

綜
峨 

孝
結 

春
日

佐
藤　

匠 

昇 

下
大
垣

江
口　

瑠
伊 

昌
紀 

中
山

青
﨑　

悠
真 

育
朗 

上
大
垣

立
石　

啓
太 

健
三 

下
中
津
良

橋
本　

桃
義 

誠
義 

幸
の
浦

長
嶋　

蒼
彩 

寛
史 

大
久
保

松
山　

凌
輔 

富
茂 

石
原
田

西
宮　

翼 

健
朗 

宮
の
浦

【
生
月
地
区
】

田
渕　

慶
次 

一
貢 

山
田

川
口　

拓
真 

将
司 

舘
浦
潮
見

鈴
木　

和
果 

和
也 

舘
浦
浜

【
田
平
地
区
】

濱
﨑　

翔
吾 

桂
吾 

永
田

五
嶋
屋　

大
生 

和
行 

上
里

飯
島　

佑
佳 

順
子 

釜
田

竹
岡　

歩
華 

龍
一 

下
亀

重
富　

琥
太
郎 

厚
司 

平
戸
口

松
森　

遥
香 

建
伍 

永
田

富
尾　

咲
菜 

貴
志 

永
田

南　
　

虎
徹 

典
秀 

永
久
保

篠
﨑　

莉
音 

翔 

釜
田

渡
口　

蓮
央 

和
也 

下
亀

神
田　

隆 

91
歳 
3
／
9 

御
崎

東　
　

カ
ヨ 

91
歳 
3
／
10 

舘
浦
屋
敷

田
中　

淳
俊 

74
歳 
3
／
11 

舘
浦
浜

【
田
平
地
区
】

阿
比
留　

恭
治 

57
歳 
2
／
17 

平
戸
口

山
口　

チ
ヅ
子 

76
歳 
2
／
20 

米
の
内

安
田　

信
子 

59
歳 
2
／
21 

外
目

小
澤　

シ
ゲ
コ 

96
歳 
2
／
24 

永
田

増
山　

フ
ミ
子 

75
歳 
2
／
27 

福
崎

池
田　

ツ
イ
子 

80
歳 
3
／
1 

外
目

髙
野　

洋 

82
歳 
3
／
8 

下
亀

須
藤　

カ
メ
子 

97
歳 
3
／
9 

福
崎

下
川　

キ
ク 

90
歳 
3
／
9 

小
崎

中
野　

キ
ミ 

86
歳 
3
／
10 

米
の
内

山
本　

登
美
子 

86
歳 
3
／
11 

坊
田

山
川　

幸
夫 

91
歳 
3
／
14 

米
の
内

　
　
　
　
　
　
　
（
２
／
16
〜
３
／
15
受
付
分
）

■２月末までの
　　　交通事故

■２月末までの
　火災救急件数

件　数

死　者

負傷者

（重傷）２名 （軽傷）11名

（　）内は昨年同期

火　災

救　急

６件 

（　３件）

260件 

（　272件）

９件（６件）

０名（０名）

13名（７名）

　

第
20
回
台
湾
親
善
訪
問
団
の

　

団
員
を
募
集
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

申
・
問
社
団
法
人
平
戸
観
光
協
会

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
23
‐
8
6
0
0

か
ん
だ 

た
か
し

ひ
が
し

　
た
な
か 

す
み
と
し

　
あ　

び　

る 

き
ょ
う
じ

や
ま
ぐ
ち　

や
す
だ 

の
ぶ
こ

　
お
ざ
わ

ま
す
や
ま　

い
け
だ

た
か
の 

ひ
ろ
し

　
す
と
う

し
も
か
わ

な
か
の

や
ま
も
と 

と　

み　

こ

や
ま
か
わ 

ゆ
き
お

た
く
し
ま 

そ
う
す
け 

ひ
ろ
た
か

あ
や
か 

し
ゅ
う
が 

　

こ
う
ゆ

　
さ
と
う　

た
く
み 

の
ぼ
る

　
え
ぐ
ち　
　

る　

い 

ま
さ
き

あ
お
さ
き　
　

ゆ
う
ま 

　

い
く
ろ
う

た
て
い
し 

け
い
た 

け
ん
ぞ
う

は
し
も
と　
　

と
う
ぎ 

せ
い
ぎ

な
が
し
ま 

そ　

あ 

ひ
ろ
ふ
み

ま
つ
や
ま　

り
ょ
う
す
け 

と
み
し
げ

に
し
み
や　

つ
ば
さ 

た
つ
ろ
う

　
た
ぶ
ち　
　

け
い
じ 

い
っ
こ
う

か
わ
ぐ
ち　
　

た
く
ま 

し
ょ
う
じ

す
ず
き 

わ　

か 

か
ず
や

は
ま
さ
き　
　

し
ょ
う
ご 

け
い
ご

　
ご
と
う
や 

た
い
せ
い 

か
ず
ゆ
き

い
い
じ
ま 

ゆ
う
か 

じ
ゅ
ん
こ

た
け
お
か 

ほ
の
か 

り
ゅ
う
い
ち

し
げ
と
み 

こ　

た
ろ
う 

あ
つ
し

ま
つ
も
り　
　

は
る
か 

け
ん
ご　

と
み
お 

さ　

な 

た
か
し

み
な
み 

　

   

こ
て
つ 

の
り
ひ
で

し
の
ざ
き 

り　

お 

し
ょ
う

わ
た
り
ぐ
ち 

れ　

お 

か
ず
や

い
で
ぐ
ち　

　
ご
と
う

た
に
も
と　

ち
ゅ
う
い
ち
ろ
う

あ
お
さ
き　

よ
し
た
け　
　

よ
ね
き
ち

む
ら
い 

け
ん
い
ち

ま
つ
な
が 

の
ぶ
よ
し

つ
り
や 

あ
き
と
し

か
も
が
わ 

き
み
お

は
た
ば
ら

た
ん
ざ
わ 

え　

み　

こ

か
ら
す
や
ま 

き　

し　

こ

ひ
ら
し
ま

　
た
ぐ
ち 

ち　

え

か
わ
ぶ
ち 

と
く
え

や
ま
ぐ
ち 

い
ち
た
ろ
う

き
む
ら 

よ
し
の
り

み
つ
む
ら 

た
か
お

な
か
し
ま 

や
す
お

　
こ
さ
き

や
ま
な
か 

な
お
ひ
こ

や
ま
ぐ
ち 

そ
う
い
ち

に
し
は
ら

と
よ
ま
す 

ふ
さ
い
ち

か
わ
さ
き 

す
け
ゆ
き

い
わ
な
が

　
の
ぐ
ち

や
ま
が
た 

き
ょ
う
こ

に
し
だ 

か
ず
ゆ
き

こ
と

こ
と

り
ょ
う
ざ
ん




